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トリオのバックナンバーをご覧いただけます。

　人文社会科学研究科は、人文社会科学の諸分野の高度な専門知識にもとづき、広く学際的・総合的な教育研究を行
うことにより、複雑化・多様化する現代社会に柔軟に対応でき、創造的な知性と国際的な視野をもった研究者及び専門
的職業人の養成をめざしています。専攻は地域文化論、社会科学があります。

G U I D A N C E大学院のご案内

社会人の受け入れを進めています

　有職者は標準在学コース（標準修業年限2年間）のほか、短期在学コース（標準修業年限1年間）を選ぶことができます。夜間に
も昼間と同じ科目を開講しており、勤務後に学ぶことができます。

募集人員は、地域文化論専攻8名、社会科学専攻7名と、それぞれ定員を増加しました

　一般入試、社会人特別入試（若干名）・外国人留学生特別入試（1名）を合わせた人数です。

長期履修学生制度があります

　職業等に従事する学生が個人の事情に応じて、2年分の授業料で3年間あるいは4年間履修し、学位等を取得できる制度です。

＊面接
＊専門科目2科目

＊面接
＊小論文

＊面接
＊専門科目1科目
＊小論文

修士課程　地域文化論専攻 修士課程　社会科学専攻

歴史学、思想、社会学、地理学、図
書館・情報学および環境学等の授
業科目を幅広く提供することによ
り、日本、アジア、オセアニア、ヨー
ロッパ、アメリカの諸地域におけ
る社会と文化について教育研究を
行います。

地域文化論専攻は、世界の各地域に固有の文化を、高度な専門性とともに学際
性・総合性も視野に入れ、人文諸科学のさまざまな研究視点から探究することを
教育研究の目的とし、地域文化の理解と発展に寄与しうる人材を育成します。

社会科学専攻は、社会の諸問題を社会科学の視点から高度な専門性と幅広い視
野をもって考究することにより、地域社会に貢献することを教育研究の目的と
し、地域において指導的役割を発揮しうる人材を育成します。

日本、中国およびその周辺、ヨー
ロッパ、アメリカの言語と文学に
関する授業科目を幅広く提供する
ことにより、それぞれの地域社会
における言語文化について教育研
究を行います。

治学、公法学、経済学（経済理論・
経済政策）に関連する授業科目を
幅広く提供することにより、地域
の公共的な政策課題に関する教
育研究を行います。

経営学、民事法学、経済学（経済
史・経済学各論）に関連する授業
科目を幅広く提供することによ
り、地域で活動する企業・ＮＰＯ・
市民の経済的・法的課題に関する
教育研究を行います。

地域社会文化論専修 地域言語文化論専修 地域行政政策専修 地域経営法務専修

一般入試
＊面接
＊共通問題（小論文）
＊専門科目1科目

社会人入試
・1年コース
・2年コース

＊面接
＊共通問題（小論文）
＊専門科目1科目

留学生入試

一般入試

社会人入試
・1年コース
・2年コース

留学生入試
＊面接
＊共通問題（小論文）
＊専門科目1科目

入試方法・試験科目 入試方法・試験科目

人文学部ホームページ
（http://www.human.mie-u.ac.jp/）から、
大学院生のさまざまなメッセージを見ていただけます。

問い合わせ先
人文学部チーム学務担当：　　059-231-9197
Eメールアドレス：hum-gakumu@ab.mie-u.ac.jp

TEL

２０１６年２月6日（土）・7日（日）
出願期間：２０１６年１月７日（木）～１月１９日（火）
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表紙写真：丹生山「近長谷寺」
丹生山「近長谷寺」は、仁和元年(885年)に伊勢
の豪族である飯高宿禰諸氏が、人皇五八代光孝
天皇の勅願所として内外近親等に勧進して建立
しました。内部には６．６メートルの国指定重要文
化財である本尊「十一面観音立像」が、お祀りされ
ています。

－－博物館、地域、大学との関わり－－

三重の文化と社会

　
「
経
済
開
発
は
、
社
会
と
文
化
を
変
え

る
。
し
か
し
経
済
開
発
は
、
現
存
の
文
化

的
、
社
会
的
な
制
度
と
価
値
観
に
基
礎
を
お

い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
の

は
、
P
・
F
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
氏
（『
断
絶
の

時
代
』
1
9
6
9
年
）
で
あ
る
。
氏
は
す
で

に
現
代
社
会
を
読
み
解
い
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
経
済
の
発
展
と
と
も
に
日
本

各
地
の
経
済
開
発
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
進

め
ら
れ
て
き
た
。
国
土
総
合
開
発
計
画
は
、

1
9
5
0
年
の
第
一
次
開
発
計
画
か
ら
始
ま

り
、
1
9
9
8
年
の
第
五
次
開
発
計
画
ま
で

行
わ
れ
た
。
経
済
優
先
の
開
発
計
画
は
、
新

開
発
計
画
が
出
さ
れ
る
都
度
に
都
市
と
農
村

の
あ
り
方
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、

歴
史
的
な
環
境
や
文
化
的
価
値
、
さ
ら
に
は

精
神
的
な
価
値
に
及
ぶ
問
題
ま
で
問
わ
れ
て

き
た
。
か
く
て
日
本
の
街
並
み
は
、
無
個
性

な
場
所
に
変
わ
っ
た
。
地
域
性
は
価
値
の
な

い
も
の
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
同
じ
よ
う
な
街

並
み
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
い
ま
再

び
「
地
域
創
生
」
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。

　

先
日
、
イ
タ
リ
ア
へ
行
く
機
会
を
得
た
。

イ
タ
リ
ア
は
歴
史
、
文
化
、
芸
術
な
ど
人
を

引
き
付
け
る
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
街
中
に

あ
ふ
れ
る
歴
史
的
建
造
物
、
噴
水
や
彫
像
、

石
畳
、そ
こ
に
居
る
だ
け
で
心
地
よ
い
広
場
、

建
造
物
の
形
態
や
美
し
さ
、
そ
れ
ら
が
調
和

し
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
悠
久
の
営
み
。

イ
タ
リ
ア
で
は
1
9
4
2
年
に
「
都
市
計
画

法
」
を
成
立
さ
せ
、
歴
史
的
都
心
部
で
の
修

復
計
画
を
始
め
た
。
そ
の
後
も
1
9
6
0
年

に
は
中
心
市
街
地
で
の
自
動
車
交
通
規
制
と

歩
行
者
空
間
の
創
出
計
画
を
実
行
、
さ
ら
に

1
9
6
7
年
に
は
都
市
で
の
乱
開
発
を
規
制

す
る
法
を
成
立
さ
せ
た
。「
計
画
な
け
れ
ば

開
発
な
し
」「
何
人
も
開
発
利
益
を
独
占
で

き
な
い
」と
す
る
2
大
原
則
を
打
ち
立
て
た
。

こ
う
し
た
基
礎
的
な
取
り
組
み
が
今
日
の
街

並
み
を
創
造
し
て
い
よ
う
。一
方
日
本
で
は
、

1
9
6
8
年
「
都
市
計
画
法
」
が
成
立
し
近

代
的
都
市
計
画
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の

目
的
は
、
街
を
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
街
区
に
割
り

振
る
こ
と
や
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
を
第
一

と
す
る
整
備
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
2
0
0
4

年
に
「
景
観
法
」
が
出
さ
れ
る
ま
で
の
四
半

世
紀
は
、
無
秩
序
な
都
市
と
農
村
の
経
済
開

発
の
時
代
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
よ
う
に

歴
史
と
地
域
性
を
も
ち
現
代
化
を
整
合
さ
せ

よ
う
と
す
る
人
々
の
思
想
と
価
値
観
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

イ
タ
リ
ア
か
ら
見
れ
ば
、
歴
史
と
は
人
々

の
生
活
そ
の
も
の
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
記

録
の
積
み
重
ね
が
地
域
ら
し
さ
を
生
ん
で
い

る
。「
都
市
（
地
域
）
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

は
そ
こ
に
住
む
人
々
の
社
会
の
記
憶
を
収
め

る
蔵
」（
D
・
H
・
ラ
イ
デ
ン
『
場
所
の
力
』

2
0
0
2
年
）
で
あ
る
。
強
弱
が
あ
る
に
せ

よ
人
々
が
住
む
す
べ
て
の
所
に
「
歴
史
」
が

あ
り
地
域
ら
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
其
々
は
固
有
性
を
持
っ
て
い
る
。
私
た

ち
が
言
う
地
域
づ
く
り
、
街
づ
く
り
が
、
た

だ
建
造
物
の
復
元
や
か
た
ち
を
整
え
る
こ

と
、
あ
る
い
は
行
事
と
し
て
の
「
祭
」
の
継

承
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

再
び
経
済
開
発
で
消
滅
し
た
地
域
ら
し
さ

を
呼
び
戻
す
た
め
に
は
、
人
々
の
活
動
の
記

憶
を
掘
り
起
し
、
生
活
の
営
み
と
街
並
み
や

祭
を
一
体
と
し
て
繋
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
る

こ
と
が
大
事
で
あ
ろ
う
。

■ローマ時代からの石畳の路地を走る三輪トラック
　（イタリア・ナポリ市街、2014年撮影）
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特集1　鼎談

布
谷 

知
夫

三
重
県
総
合
博
物
館
長
。専
門
は
博
物
館
学
。

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館（
一
九
七
四
〜
九
一
年
）、

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館（
一
九
九
一
〜
二
〇
一
〇
年
）を
経
て
、

二
〇
一一
年
よ
り
現
職
。

ぬ
の

　た
に

　
　と
も

　お

代
田 

美
里

鈴
鹿
市
文
化
課
勤
務（
学
芸
員
）。専
門
は
日
本
近
世
史（
と
く
に
漂
流
記
録
な
ど
）。

大
学
卒
業
後
、茨
城
県
内
の
博
物
館
で
働
き
、鈴
鹿
市
に
就
職
、

二
〇
〇
九
年
に
三
重
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
修
了
。

だ
い

　
た

　
　
　み

　
さ
と

森 

正
人

進
行
役

三
重
大
学
人
文
学
部 

准
教
授

文
化
地
理
学
、文
化
研
究

も
り

　
ま
さ

と

清
水 

み
き

三
重
大
学
人
文
学
部
非
常
勤
講
師
。専
門
は
日
本
古
代
史
。

京
都
府
向
日
市
学
芸
員
、同
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
事
務
所
を
経
て
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
、人
文
学
部
の
博
物
館
学
を
担
当
。

し

　
み
ず 鼎 
談
て
い
だ
ん

博
物
館
、地
域
、大
学
と
の
関
わ
り
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写真提供：三重県総合博物館

三重県総合博物館　MieMu

学
芸
員
の
お
仕
事

森　

今
回
は
二
〇
一
四
年
春
に
三
重
県
総

合
博
物
館
が
開
館
し
た
こ
と
も
あ
り
、
博

物
館
、
地
域
、
大
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
鼎
談
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
博
物
館

で
働
く
た
め
に
は
学
芸
員
の
資
格
が
必
要

で
す
。
ま
ず
、三
重
県
総
合
博
物
館
（
以
下
、

県
博
と
略
称
）
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
方
が

働
い
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

布
谷　

館
内
に
は
館
長
、
副
館
長
が
各
一

名
、
学
芸
員
が
一
七
名
、
副
館
長
以
外
の

事
務
職
員
が
二
名
で
す
。
学
芸
系
の
嘱
託

職
員
が
八
名
、
業
務
補
助
員
が
八
人
で
、

職
員
総
数
は
三
五
名
で
す
。
特
徴
は
人
文

系
と
自
然
系
の
学
芸
員
を
一
体
に
し
て
仕

事
を
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
館
で
は

「
ひ
と
の
暮
ら
し
」
を
意
識
で
き
る
展
示
を

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
の
生
活

は
自
然
、
歴
史
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
立
場
か
ら
展
示

も
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自

然
・
人
文
一
体
と
な
っ
て
学
芸
員
が
仕
事

を
し
て
い
る
博
物
館
は
県
立
や
指
定
都
市

レ
ベ
ル
で
は
ま
だ
ほ
か
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

森　

学
芸
員
に
は
人
文
系
と
自
然
系
に
通

常
は
分
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。
清
水
先

生
は
人
文
系
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

清
水　

個
人
的
経
緯
を
申
し
ま
す
と
、
大

学
院
で
日
本
史
を
専
攻
し
文
化
財
の
現
場

で
の
仕
事
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
歴
史
・

考
古
系
博
物
館
の
開
館
に
伴
う
学
芸
員
採

用
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
資
料
収

集
の
た
め
の
カ
ー
ド
作
り
、
か
ら
初
め
て
、

博
物
館
基
本
構
想
の
策
定
、
常
設
展
示
の

構
成
と
予
算
案
作
り
、
資
料
の
保
管
・
保

存
を
目
的
と
す
る
建
物
の
環
境
測
定
、
模

型
・
レ
プ
リ
カ
の
発
注
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、

展
示
品
の
借
用
、
広
報
、
開
館
記
念
事
業

ま
で
新
博
物
館
の
立
ち
上
げ
過
程
を
経
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
芸
員
と
い

う
職
名
で
の
採
用
で
は
な
く
、
教
育
委
員

会
の
一
般
職
採
用
で
す
。
館
の
運
営
が
軌

道
に
乗
っ
た
頃
に
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
設
立
や
文
化
財
行
政
部
門
へ
の
異
動
も

あ
り
ま
し
た
。

森　

学
芸
員
と
い
う
と
資
料
の
収
集
、

研
究
、
展
示
を
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
の

で
す
か
。

代
田　

鈴
鹿
市
の
場
合
、
学
芸
員
で
は
あ

り
ま
す
が
、
行
政
職
員
と
し
て
市
役
所
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
学
芸
員
の
本
来
の
役

割
は
博
物
館
に
お
け
る
資
料
の
収
集
、
調

査
、
展
示
で
す
が
、
私
の
場
合
は
文
化
財

所
有
者
に
連
絡
を
取
っ
た
り
市
内
に
残
る

指
定
文
化
財
を
保
護
保
存
し
た
り
す
る
仕

事
が
基
本
的
に
は
中
心
に
な
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
に
所
管
す
る
資
料
の
展
示
が
入
り
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ま
す
。

布
谷　

文
化
財
行
政
で
学
芸
員
を
採
用
す

る
と
い
う
の
は
わ
り
と
ど
こ
で
も
あ
り
ま

す
。
学
芸
員
は
国
家
資
格
で
あ
り
、
同
時

に
役
職
名
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
国
家
資
格
を
持
っ
て
い
て
博
物
館
に
採

用
さ
れ
て
い
て
も
、
皆
さ
ん
が
イ
メ
ー
ジ

す
る
よ
う
な
博
物
館
で
資
料
の
収
集
・
調

査
・
展
示
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
な
い
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

清
水　

従
来
の
学
芸
員
の
よ
う
な
調
査
、

保
存
、
研
究
、
展
示
と
、
新
し
い
段
階
の

来
館
者
が
触
れ
る
展
示
と
い
っ
た
体
験
型

の
ど
ち
ら
に
比
重
を
置
く
べ
き
か
、
仕
事

を
始
め
た
当
初
は
も
が
い
て
い
ま
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
と
今
で
は
博
物
館
に
要
求

さ
れ
る
も
の
も
変
わ
っ
て
き
て
、
博
物
館

内
で
も
業
務
を
分
割
す
べ
き
だ
と
い
う
意

見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
先
ほ
ど

布
谷
館
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
総
合

的
に
博
物
館
を
運
営
し
そ
の
存
在
感
を
発

揮
で
き
る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
を
日
本
の

場
合
は
追
求
し
て
い
く
方
が
、
博
物
館
は

動
い
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
現
在
の
博
物
館
を
取
り
巻
く
状
況
を
学

生
や
院
生
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

森　

外
国
の
博
物
館
で
は
日
本
で
い
う
学

芸
員
は
「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
社
会
的
地
位
が
高
く
、
研
究
に
特
化

し
て
い
ま
す
。
学
芸
員
の
仕
事
内
容
は
日

本
特
有
な
の
で
し
ょ
う
か
。

布
谷　

ほ
ぼ
世
界
中
の
博
物
館
は
分
担
し

て
い
ま
す
。
た
だ
私
は
日
本
独
自
の
シ
ス

テ
ム
が
好
き
で
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、

特
に
ア
メ
リ
カ
の
一
九
八
〇
年
代
で
は
研

究
分
野
よ
り
も
教
育
・
学
習
分
野
の
重
要

性
が
主
張
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
移
り
ま
す
。
日
本
の
学
芸
員
は
何
で

も
や
る
の
で
「
雑
芸
員
」
と
揶
揄
さ
れ
ま

す
が
、
自
分
で
研
究
し
て
資
料
も
探
せ
る

人
が
来
場
者
に
対
応
す
る
。
そ
れ
が
一
番

教
育
効
果
の
高
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
何
で
も
や
る
日
本
の
学
芸
員

は
必
ず
し
も
悪
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
資
料
研
究
と
教
育
学
習
の
ど
ち
ら

が
大
切
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
両
方
と

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
芸
員

資
格
授
業
の
実
際

森　

清
水
先
生
は
博
物
館
学
で
学
生
を
博

物
館
に
実
際
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
か
。

清
水　

や
は
り
、
予
習
内
容
と
実
際
の
体

験
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
と
く
に
学
芸

員
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
話
を
伺
い
質
問

も
で
き
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
ま
た
、
博

物
館
の
施
設
と
し
て
の
構
造
は
平
面
図
で

は
十
分
に
分
か
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
最

新
の
免
震
構
造
、
ガ
ス
、
電
気
系
統
な
ど

に
つ
い
て
は
実
際
に
見
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
特
徴
の
あ
る

博
物
館
を
い
く
つ
か
訪
問
す
る
こ
と
で
、

博
物
館
を
支
え
る
構
造
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

森　

三
重
県
で
は
ど
の
よ
う
な
博
物
館
に

学
生
を
連
れ
て
行
き
、
建
造
物
の
学
習
を

さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水　

学
期
中
の
授
業
で
だ
い
た
い
三
館

に
行
き
ま
す
。
最
新
建
物
の
県
博
、
三
重

県
立
美
術
館
、
史
跡
と
一
体
に
な
っ
て
い

る
斎
宮
歴
史
博
物
館
、
あ
る
い
は
歴
史
的

建
造
物
の
本
居
宣
長
記
念
館
な
ど
か
ら
学

生
の
興
味
を
取
り
入
れ
て
そ
の
年
の
訪
問

館
を
決
め
ま
す
。
松
阪
は
町
そ
の
も
の
が

博
物
館
の
よ
う
で
、
古
い
木
造
建
築
の
記

念
館
の
ほ
か
に
街
中
を
巡
検
し
な
が
ら
、

宣
長
の
思
想
や
人
生
を
総
合
的
に
学
び
ま

す
。
い
く
つ
か
の
博
物
館
を
見
て
レ
ポ
ー

ト
を
書
く
こ
と
で
、
最
初
は
曖
昧
だ
っ
た

学
芸
員
の
イ
メ
ー
ジ
が
固
ま
り
、
学
芸
員

を
目
指
す
覚
悟
も
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

代
田　

私
は
先
に
博
物
館
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
て
学
芸
員
の
資
格
を
取
り
ま
し

た
。
実
際
の
資
料
を
触
れ
る
お
も
し
ろ
さ

を
知
り
、
ま
た
働
い
て
い
る
先
輩
の
姿
を

見
て
学
芸
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

森　

人
文
系
だ
け
で
な
く
自
然
系
の
学
芸

員
を
目
指
す
学
生
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

清
水　

生
物
資
源
学
部
の
学
生
に
希
望
者

が
い
ま
す
。
た
だ
近
く
に
自
然
史
・
科
学

専
門
の
博
物
館
が
な
い
の
で
、
訪
問
す
る

こ
と
が
難
し
い
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
学

内
を
歩
い
た
り
調
べ
た
り
す
る
こ
と
で
人

文
、
自
然
系
両
方
の
資
料
収
集
、
保
存
に

つ
い
て
横
断
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
考
古
学
の
資
料
室
に
は
ま
だ
分
類

し
て
い
な
い
収
集
資
料
が
あ
り
、
こ
れ
を

カ
ー
ド
化
す
る
作
業
を
学
ん
だ
り
、
大
学

内
に
あ
る
三
翠
会
館
に
は
高
等
農
林
の
歴

史
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
こ
こ
を
訪
れ
た

り
も
し
ま
す
。
三
重
大
学
の
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
あ
る
樹
木
の
種
類
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

博
物
館
で

何
を
見
せ
る
の
か

森　

県
博
の
「
ひ
と
の
生
活
」
展
示
に
は

非
常
に
長
い
時
間
軸
で
物
を
見
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
り

ま
す
か
。

布
谷　

展
示
室
は
天
井
高
が
六
メ
ー
ト
ル

で
周
囲
の
壁
の
写
真
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
を
し
て
三
重
県
全
体
の
自
然
を
表
現
。

そ
の
写
真
に
囲
ま
れ
て
人
文
系
の
展
示
が

置
か
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
人
文
系

の
展
示
の
場
所
か
ら
み
る
と
写
真
が
借
景

「最近の学生は地域に興味を持っている
 ように思います。
 博物館の新しい役割を学生は本能的に
 分かっているようです」

清水 みき

布谷 知夫

「県博にはかなり先に向けた
 戦略があります。
 三重県全体のネットワーク化です」
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に
な
り
、
自
然
と
人
間
の
生
活
が
一
体
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自

然
、
歴
史
、
暮
ら
し
の
関
係
性
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

森　

三
重
県
は
広
い
面
積
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
全
体
を
展
示
す
る
の
は
大
変
困

難
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
展
示
物
を
選
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。

布
谷　

展
示
の
テ
ー
マ
は
「
三
重
の
多
様

性
の
力
」
で
す
。
各
市
町
村
に
は
も
の
す

ご
く
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
そ
の

力
を
三
重
の
多
様
性
の
力
と
呼
び
ま
す
。

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
意
識
を
し
て
北

か
ら
南
ま
で
そ
の
良
い
も
の
を
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
に
意
識
を
し
て
い
ま
す
。

森　

鈴
鹿
市
の
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
の

場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
展
示
物
を
選

ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。

代
田　

記
念
館
を
建
設
す
る
際
、
あ
え
て

常
設
展
は
行
わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。

1
0
0
㎡
程
度
の
小
さ
な
展
示
ス
ペ
ー
ス

で
す
の
で
、
常
設
に
す
る
と
企
画
展
の
ス

ペ
ー
ス
が
と
れ
ず
、
来
館
者
数
が
年
々
伸

び
悩
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
予
算

的
な
制
限
も
あ
り
展
示
ケ
ー
ス
と
簡
単
な

パ
ネ
ル
の
み
を
展
示
室
に
設
置
し
、
現
在
、

年
に
四
回
、
展
示
資
料
を
す
べ
て
入
れ
替

え
て
企
画
展
を
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

春
の
企
画
展
で
は
、
一
九
八
六
年
に
地
元

で
発
見
さ
れ
た
「
大
黒
屋
光
太
夫
ら
の
帰

郷
文
書
」
を
公
開
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

帰
国
後
は
一
度
も
故
郷
の
土
を
踏
む
こ
と

な
く
幽
閉
さ
れ
て
過
ご
し
た
と
い
わ
れ
て

い
た
光
太
夫
で
す
が
、
こ
の
古
文
書
の
発

見
に
よ
っ
て
帰
郷
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
不
幸
な
イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
資
料
館
を
訪
れ
る
方
は
光
太
夫
の
ロ

シ
ア
で
の
大
冒
険
を
期
待
し
ま
す
が
、
私

た
ち
と
し
て
は
帰
国
後
の
光
太
夫
に
つ
い

て
も
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
資
料
を
選

ん
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

森　

大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
で
の
子
ど
も

向
け
の
展
示
で
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
選

び
ま
す
か
。

代
田　

子
ど
も
向
け
の
展
示
は
夏
に
行
っ

て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
自
由
研
究
の
た

め
の
来
館
者
が
多
い
の
で
、
文
書
よ
り
も

絵
が
つ
い
て
い
る
よ
う
な
視
覚
に
訴
え
る

分
か
り
や
す
い
も
の
の
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
同
じ
和
本
を
出
す
に
し
て
も
絵
が

つ
い
て
い
る
頁
を
中
心
に
選
び
ま
す
。
あ

と
模
型
を
作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
作
っ
て
書
い
て
も
ら
う
と
反

応
が
良
く
、
質
問
の
電
話
も
か
か
っ
て
き

ま
す
。

森　

こ
の
夏
、
総
合
博
物
館
は
初
め
て
の

夏
休
み
を
経
験
し
ま
し
た
。
何
か
子
ど
も

向
け
の
展
示
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

布
谷　

も
と
も
と
家
族
連
れ
を
呼
び
込
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
来
館
者
の
半

分
ほ
ど
は
子
ど
も
で
す
。
開
館
ま
で
は
子

ど
も
向
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
た
く
さ
ん

し
て
い
た
の
で
す
が
、
開
館
後
は
忙
し
く

て
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ミ
エ
ゾ
ウ

の
企
画
展
示
の
時
に
は
子
ど
も
向
け
の
展

示
を
作
っ
た
り
、
子
ど
も
体
験
展
示
室
で

ミ
エ
ゾ
ウ
を
見
る
た
め
の
い
ろ
ん
な
仕
掛

け
を
作
っ
た
り
、
夏
休
み
の
終
わ
り
く
ら

い
に
よ
う
や
く
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

そ
う
い
う
展
示
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

博
物
館
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

森　

博
物
館
に
大
学
は
ど
の
よ
う
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

布
谷　

わ
れ
わ
れ
が
思
っ
て
い
る
博
物
館

の
仕
事
は
、
地
域
の
人
が
自
分
の
住
ん
で

い
る
地
域
を
知
り
好
き
に
な
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
す
。
大
学
も
基
本
的
に
一

緒
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
で
学
ん

だ
こ
と
が
同
時
に
地
域
の
話
題
と
結
び
つ

く
こ
と
で
地
域
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
学

生
に
と
っ
て
身
に
つ
く
勉
強
の
あ
り
方
だ

と
思
い
ま
す
。

清
水　

県
内
の
遠
方
の
地
域
に
資
料
を

持
っ
て
行
っ
て
展
示
を
す
る
移
動
美
術
館

の
話
を
す
る
と
学
生
の
目
の
色
が
変
わ
っ

て
き
ま
す
。
最
近
の
学
生
は
地
域
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と

え
ば
博
物
館
は
今
、
あ
る
意
味
で
飽
和
状

態
で
す
。
新
た
に
博
物
館
が
ど
ん
ど
ん
と

建
つ
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
は
既
存
の

博
物
館
が
そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
。
予
算

的
に
新
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る

の
も
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
ど
の

よ
う
に
地
域
の
博
物
館
で
仕
事
を
し
て
い

く
の
か
。
博
物
館
の
新
し
い
役
割
を
学
生

は
本
能
的
に
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
博
物
館
や

美
術
館
を
訪
ね
て
、
実
際
に
学
芸
員
の
話

も
聞
い
た
り
調
べ
て
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ

せ
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
に
馴
染
ん
だ
複
数

森 正人

代田 美里

「これから大学や博物館が担っていく
 かも知れない役割は、
 これまでの博物館学の概念を
 大きく刷新する可能性もあります」

「さまざまな研究分野を持つ大学と
 さらに連携を深めれば、
 より幅の広い研究成果が得られる
 と思います」

■三重県総合博物館の展示
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特集1　鼎談

の
施
設
を
新
た
な
視
点
で
比
較
し
て
分
析

す
る
学
生
も
い
ま
す
。

森　
代
田
さ
ん
は
大
学
院
で
専
門
性
の
高

い
内
容
を
学
ん
だ
こ
と
が
、
ど
の
よ
う

に
今
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
か
。

代
田　
三
重
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
古
文
書

に
触
れ
た
こ
と
で
よ
り
広
い
視
点
で
鈴
鹿

の
古
文
書
を
読
ん
だ
り
、
整
理
を
し
た
り

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
鈴

鹿
市
の
場
合
、
小
さ
な
博
物
館
が
い
く
つ

も
あ
る
と
い
う
状
況
で
す
。
財
政
的
に
も

厳
し
い
た
め
、
今
は
展
示
と
資
料
収
集
が

組
織
と
し
て
は
精
一
杯
で
、
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
動
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
た
と
え
ば
指
導
教
員
の
塚
本
先
生

と
一
緒
に
尾
鷲
へ
資
料
調
査
に
行
っ
た
と

き
に
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、今
回
、

資
料
を
借
り
て
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
意
味
で
は
人
と
の
「
つ
な
が

り
」を
得
た
こ
と
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

資
料
の
貸
し
借
り
だ
け
で
な
く
、
困
っ
た

と
き
の
対
処
方
法
な
ど
を
多
方
面
に
問
い

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
院
で

学
ん
で
い
た
同
窓
生
の
横
の
つ
な
が
り
、

元
指
導
教
員
と
の
つ
な
が
り
は
今
で
も
専

門
性
と
直
接
関
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
重

要
で
す
。

布
谷　

で
き
れ
ば
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
鈴

鹿
の
大
黒
屋
光
太
夫
記
念
館
と
も
何
か
協

力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
博
と

他
の
博
物
館
の
間
で
は
こ
れ
ま
で
資
料
の

貸
借
は
あ
り
ま
し
た
。
三
重
県
の
博
物
館

協
会
の
事
務
局
は
こ
ち
ら
が
や
っ
て
お
り
、

協
会
の
機
能
を
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
新
博
物
館
設
立
に
際
し
て
、
保
存
科

学
の
専
門
家
を
採
用
し
ま
し
た
。
三
重
県

下
の
他
の
博
物
館
の
保
存
状
況
な
ど
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
の
で
き
る
人
が
必
要

と
い
う
判
断
で
す
。

博
物
館
を
越
え
る

博
物
館

森　
博
物
館
の
規
模
の
大
小
は
あ
り
ま
す

が
、
し
か
し
最
近
、
旧
来
の
博
物
館
の
役

割
を
越
え
た
博
物
館
「
博
物
館
を
越
え
る

博
物
館
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。

展
示
で
は
な
く
、
外
と
の
つ
な
が
り
に

比
重
を
置
い
た
博
物
館
の
あ
り
方
を
指

し
ま
す
。

代
田　

展
示
館
を
出
る
と
な
る
と
、
点
在

す
る
史
跡
を
一
緒
に
廻
る
、
あ
る
い
は
地

域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
の
連

携
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
人
員
が
少
な

い
館
の
場
合
、
職
員
が
館
を
空
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
資
料
館
の
中
は
私

た
ち
、
外
は
地
域
の
方
々
と
い
う
役
割
連

携
は
す
で
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
鈴
鹿
市
内
の
飲

食
店
や
お
菓
子
屋
さ
ん
な
ど
で
「
光
太
夫

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
作
っ
て
お
り
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
商
品
開
発
も
し
て
い
ま
す
。

清
水　

地
域
お
こ
し
み
た
い
な
も
の
で
す

ね
。

代
田　

光
太
夫
を
軸
と
し
て
、
他
の
部
局
、

地
元
の
人
た
ち
と
の
連
携
を
取
り
、
地
域

お
こ
し
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
段
階
だ

と
言
え
ま
す
。

森　

そ
こ
に
学
生
や
大
学
院
生
は
ど
う
関

わ
れ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

代
田　

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の
学
生
さ

ん
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
で
、
活
動
の
広

が
り
を
み
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。
光
太
夫
と
は
別
の
話
で
す
が
、
数
年

前
に
鈴
鹿
市
が
七
〇
周
年
を
記
念
し
て
大

学
と
共
同
研
究
を
し
ま
し
た
。
ご
高
齢
の

方
々
の
戦
争
体
験
、
戦
後
の
生
活
の
話
を

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
記
録
す
る

も
の
で
す
。
約
百
人
へ
の
聞
き
取
り
は
と

て
も
興
味
深
く
、
予
想
以
上
の
体
験
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
高
齢
者
の

中
に
は
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

ち
が
と
て
も
強
い
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
歴
史
学
だ
け
で
な
く

福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
を
持
つ

大
学
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
れ
ば
、
よ
り

幅
の
広
い
研
究
成
果
が
得
ら
れ
る
と
思
い

ま
し
た
。
大
学
や
県
立
博
物
館
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
つ
つ
ま
た
聞
き
取
り
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
の
あ
り
方
と
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

森　

そ
う
し
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
博
物
館

学
な
ど
で
教
え
て
い
た
内
容
を
越
え
た
こ

と
を
学
ぶ
機
会
を
大
学
は
提
供
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
ね
。

清
水　

大
学
と
相
手
の
両
方
が
学
び
合
う

た
め
に
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
た
だ
、
い
ろ
い

ろ
と
連
携
し
て
も
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

後
、
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
最
後
ま
で
ケ
ア
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ど
れ
く
ら
い
で
き
る
の
か
を
大
学

も
博
物
館
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
学
生
も
一
年
ご
と
に
変
わ
り

ま
す
。

森　

小
さ
な
博
物
館
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
あ
り
ま
す
ね
。
こ

れ
か
ら
大
学
や
博
物
館
が
担
っ
て
い
く
か

も
知
れ
な
い
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
の
博
物

館
学
の
概
念
を
大
き
く
刷
新
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

布
谷　

県
博
は
か
な
り
先
に
向
け
た
戦
略

が
あ
り
ま
す
。
三
重
県
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
問

題
や
要
望
は
色
々
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
た
め
に
は
、

そ
れ
を
意
図
し
た
窓
口
的
な
団
体
が
必
要

で
す
。
博
物
館
は
そ
の
役
割
を
担
う
た
め

に
あ
り
ま
す
。
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

大
切
に
し
な
が
ら
横
へ
横
へ
と
緩
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
自
分
の
地
域
の
課
題
を
見
つ

け
て
解
決
す
る
き
っ
か
け
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

森　

今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■博物館で和紙づくり講習

■大黒屋光太夫記念館の展示

■三重県総合博物館にて　左から代田美里（学芸員）、清水みき（三重大学人文学部非常勤講師）、布谷知夫三重県総合博物館長、森正人准教授
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特集1　エッセイ

　

江
戸
時
代
以
前
に
、
博
物
館
、
な
い
し
は

そ
れ
に
類
す
る
施
設
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

大
き
な
寺
院
や
神
社
で
は
宝
物
館
を
持
ち
、

滅
多
に
見
ら
れ
な
い
「
お
宝
」
を
あ
り
が
た

が
っ
て
拝
む
信
者
た
ち
を
集
め
た
。
期
間
限

定
で
秘
仏
を
公
開
す
る
開
帳
は
、
門
前
に
出

店
が
建
ち
並
ぶ
ほ
ど
賑
わ
い
、
元
の
寺
院
を

離
れ
て
の
「
出
開
帳
」
も
行
わ
れ
た
。
い
わ

ば
「
巡
回
展
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
寺
院
は

建
物
の
修
築
費
を
集
め
る
目
的
で
興
行
し
た

の
だ
が
、
都
市
民
に
と
っ
て
は
日
常
に
変
化

を
与
え
る
娯
楽
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
、
門
前
町
や
遊
客
の

集
ま
る
都
市
に
見
世
物
小
屋
が
発
達
す
る
。

曲
芸
や
手
品
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
木
戸
銭

を
取
っ
て
珍
し
い
動
物
な
ど
を
見
せ
た
。

　

伊
勢
神
宮
門
前
の
歓
楽
街
・
古
市
で
は
、

遊
郭
や
芝
居
小
屋
だ
け
で
な
く
見
世
物
小

屋
も
建
て
ら
れ
、
諸
国
か
ら
の
参
宮
客
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
。
幕
末
期
に
は
、
松
坂

出
身
の
興
行
師
、
鳥
屋
熊
吉
（
鳥
熊
）
が

仕
掛
け
た
象
と
虎
の
見
世
物
小
屋
が
人
気

を
呼
ぶ
。
伊
勢
と
い
う
清
浄
な
地
で
異
国

の
獣
を
見
せ
て
良
い
の
か
、
と
の
批
判
が

出
さ
れ
、
虎
は
獣
肉
を
食
べ
る
か
ら
問
題

だ
が
象
は
草
食
だ
か
ら
大
丈
夫
だ
、
な
ど

と
い
う
議
論
も
な
さ
れ
た
。
鳥
屋
熊
吉
の

興
行
に
つ
い
て
は
川
添
裕
氏
の
研
究
に
詳

し
い
が
、
伊
勢
で
の
異
国
獣
の
見
世
物
が

中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
後
、
彼
は
動
物
を

連
れ
て
上
方
を
巡
回
し
た
よ
う
だ
。

　

見
世
物
小
屋
は
近
代
以
降
、
繁
華
街
や
祭

礼
時
の
神
社
境
内
な
ど
で
、
猥
雑
な
、
ま
た

い
さ
さ
か
イ
ン
チ
キ
な
も
の
と
し
て
残
る
。

志
摩
の
海
女
さ
ん
が
伊
勢
音
頭
（
！
）
を
踊

り
つ
つ
、
真
冬
に
半
裸
体
で
池
の
中
に
潜

る
、
あ
る
い
は
水
中
の
鯉
を
手
掴
み
で
捕
ら

え
る
と
い
う
シ
ョ
ー
が
、
大
阪
の
千
日
前
や

東
京
浅
草
、
京
都
の
新
京
極
な
ど
で
毎
年
恒

例
の
人
気
興
行
と
な
っ
た
。
縁
日
で
の
見
世

物
小
屋
は
、
テ
キ
屋
、
香
具
師
の
活
躍
す
る

場
で
も
あ
っ
た
。
笑
い
話
の
よ
う
だ
が
、
松

阪
の
岡
寺
境
内
で
「
見
た
こ
と
も
な
い
大
イ

タ
チ
」
と
の
看
板
に
惹
か
れ
て
小
屋
の
な
か

へ
入
っ
た
ら
、
大
き
な
板
に
血
の
色
の
ペ
ン

キ
が
塗
っ
て
あ
っ
た
だ
け
、
と
い
う
体
験
談

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

宝
物
館
か
ら
直
接
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
が
、
明
治
以
降
に
は
地
域
の
お
宝
や
特
産

品
な
ど
を
展
示
す
る
博
覧
会
が
盛
ん
に
開
か

れ
る
よ
う
に
な
る
。
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
に
東
京
の
湯
島
聖
堂
で
開
催
さ
れ
た
博
覧

会
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品

予
定
品
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
が
博
物
館
と

何
か
関
係
が
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
実
は
こ

の
博
覧
会
は
「
文
部
省
博
物
館
」
と
も
表
現

さ
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
（
東
博
）
の
起
点

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
の

遣
欧
使
節
に
随
行
し
て
、ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
大
英
博
物
館
と
訳
し
、「
博

物
館
」
と
い
う
言
葉
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た

の
は
、
度
会
郡
山
原
村
（
現
在
の
志
摩
市
磯

部
町
山
原
）
出
身
の
漢
学
・
国
学
者
、
市
川

清
流
で
あ
る
。
彼
は
、
明
治
維
新
後
に
文
部

省
に
入
り
、
近
代
的
な
図
書
館
の
創
設
に
尽

力
し
た
。

　

博
覧
会
の
会
場
で
、
大
規
模
な
仕
掛
け
装

置
を
伴
う
見
世
物
も
発
展
し
て
い
く
。
巨
大

な
菊
人
形
や
大
水
槽
を
使
い
、歌
舞
伎
の「
段

返
し
」
の
技
法
を
も
駆
使
し
て
ス
ピ
ー
ド
感

溢
れ
る
舞
台
が
演
出
さ
れ
、
ま
た
精
緻
な
ジ

オ
ラ
マ
や
パ
ノ
ラ
マ
が
、
見
る
人
び
と
を
驚

か
せ
た
。

　

津
駅
西
口
に
あ
っ
た
旧
県
立
博
物
館
も
、

博
覧
会
と
無
関
係
で
は
な
い
。
明
治
四
〇

（
一
九
〇
七
）
年
に
偕
楽
公
園
に
お
い
て
、

第
九
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
と
い
う
博
覧

会
が
開
催
さ
れ
、
六
十
日
間
で
八
〇
万
人
近

く
も
の
来
場
者
を
集
め
た
。
パ
ビ
リ
オ
ン
の

う
ち
参
考
館
は
、
博
覧
会
終
了
後
も
三
重

県
勧
業
陳
列
館
と
し
て
残
り
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
設
立
の
県
立
博
物
館
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
現
在
も
残
る
旧

博
物
館
下
の
石
の
階
段
は
、
博
覧
会
へ
の
正

面
経
路
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

府
県
ご
と
や
テ
ー
マ
ご
と
の
数
十
の
パ

ビ
リ
オ
ン
が
並
ぶ
博
覧
会
は
、
明
治
末
年

以
降
に
公
園
や
緑
地
、
港
湾
な
ど
を
会
場

に
、
全
国
の
地
方
都
市
で
爆
発
的
な
広
が
り

を
見
せ
、
一
年
間
で
十
数
件
か
ら
年
に
よ
っ

て
は
二
十
件
以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
数
か
月
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
三
重
県
内
で
の
代

表
的
な
事
例
で
は
、
昭

和
四
（
一
九
二
九
）
年

に
行
わ
れ
た
遷
宮
の

翌
年
、
度
会
郡
役
所
跡

（
現
伊
勢
市
）
で
御
遷

宮
奉
祝
神
都
博
覧
会
が

開
か
れ
、
本
館
、
農
林

館
、
国
産
館
を
メ
イ
ン

に
、
全
国
三
府
三
十
二

県
か
ら
の
出
品
と
、
遷

宮
で
用
い
ら
れ
た
御
物

が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た

伊
勢
参
り
の
様
子
の
再

現
や
伊
勢
近
辺
の
景
色

が
「
段
返
し
式
」
で
示

さ
れ
、
地
元
芸
妓
に
よ

る
伊
勢
音
頭
や
、
江
戸

時
代
の
宇
治
橋
で
の
風

俗
で
あ
る
投
げ
銭
の
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
時
期
の
地
方
博

覧
会
に
は
、
地
域
を
区

切
っ
た
産
業
博
覧
会
が

多
い
が
、鉄
道
、飛
行
機
、港
、菓
子
、子
供
、

洋
服
、
ス
ポ
ー
ツ
、
な
ど
テ
ー
マ
を
定
め

た
も
の
も
あ
る
。
博
物
館
の
常
設
展
と
企

画
展
に
対
応
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

人
気
を
集
め
た
パ
ビ
リ
オ
ン
は
各
地
の
博

覧
会
に
引
く
手
あ
ま
た
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
海
女
さ
ん
が
大
水
槽
の
な
か
で
潜
り
、

真
珠
貝
を
採
っ
て
来
る
様
子
を
見
せ
る
海

女
館
は
、
ど
こ
で
も
竜
宮
城
を
模
し
た
建

物
で
、
少
な
く
と
も
四
十
二
か
所
の
博
覧

会
で
確
認
で
き
る
。
他
に
も
明
ら
か
に
見

世
物
小
屋
の
系
譜
を
持
つ
パ
ビ
リ
オ
ン
が
、

大
規
模
な
仕
掛
け
で
人
気
を
集
め
た
。

　

そ
れ
ら
を
手
掛
け
た
代
表
的
人
物
が
、

乃
村
泰
資
で
あ
る
。
彼
ら
は
見
世
物
小
屋

か
ら
博
覧
会
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
活
動
の
場

を
移
し
、「
ラ
ン
カ
イ
ヤ
」（
博
覧
会
屋
）

と
呼
ば
れ
、
奇
想
天
外
な
展
示
を
作
る
こ

と
に
情
熱
を
傾
け
た
。
乃
村
泰
資
が
作
っ

た
会
社
は
、
現
在
で
は
博
物
館
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
（
展
示
）
業
の
ト
ッ
プ
企
業
・
乃

村
工
藝
社
に
発
展
し
て
い
る
。
同
社
の
大

阪
本
社
に
あ
る
資
料
室
は
、
寺
下
勍
氏
が

収
集
し
た
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

と
す
る
博
覧
会
資
料
の
宝
庫
で
、
一
日
居

て
も
飽
き
な
い
。

　

動
物
園
や
美
術
館
、
科
学
館
も
博
物
館
の

一
種
だ
、
と
説
明
す
る
と
、
意
外
そ
う
な
顔

を
す
る
学
生
が
多
い
。
し
か
し
博
物
館
法
に

基
づ
け
ば
、
歴
史
や
民
俗
だ
け
で
な
く
、
芸

術
（
美
術
）
や
産
業
、
自
然
科
学
の
分
野
を

含
め
た
資
料
を
、
収
集
・
保
管
、
展
示
し
、

調
査
研
究
す
る
と
共
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
」
に
資
す
る
施
設
の
全
て
が
、
博
物
館

な
の
で
あ
る
。
法
の
規
定
上
だ
け
で
な
く
、

実
は
歴
史
的
に
も
根
拠
の
あ
る
こ
と
で
あ

り
、
何
よ
り
普
段
見
慣
れ
ぬ
物
を
見
て
楽
し

む
点
で
、
共
通
し
て
い
る
の
だ
。

　

友
達
や
恋
人
と
遊
び
に
行
く
場
所
と
し

て
、
美
術
館
や
水
族
館
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は

定
番
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
博
物
館
が
選
ば
れ
る

こ
と
は
少
な
い
だ
ろ
う
。「
お
勉
強
」
の
場

と
な
る
こ
と
で
、
博
物
館
の
人
気
は
低
落
し

て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、そ
の
前
史
を
見
れ
ば
、

本
来
博
物
館
と
は
人
を
驚
か
せ
、
好
奇
心
を

充
た
す
施
設
な
の
で
あ
っ
た
。
西
洋
で
も
そ

れ
は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
に
世
界
の
珍
品
や
珍
獣

を
集
め
た
「
驚
異
の
部
屋
」（
ブ
ン
ダ
ー
カ

ン
マ
ー
）
が
基
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
も
い
さ
さ
か
怪
し
げ
な
品
々
を

含
ん
で
い
た
よ
う
な
の
だ
が
。

　

三
重
県
総
合
博
物
館
は
、
こ
れ
か
ら
私

た
ち
を
驚
か
せ
続
け
て
下
さ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
だ
が
、
好
奇
心
と
知
的
興
奮
を
呼
び
起

こ
す
と
い
う
課
題
は
、
私
た
ち
大
学
教
育
に

携
わ
る
者
も
共
有
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ

う
か
。
大
学
と
博
物
館
と
の
連
携
は
、
こ
う

し
た
観
点
か
ら
も
進
め
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と

思
っ
て
い
る
。

（
つ
か
も
と 

あ
き
ら
） ■旧三重県立博物館

■吉田初三郎「御遷宮奉祝 神都博覧会」（鳥瞰図・部分）

見
世
物
小
屋
・
博
覧
会
か
ら

博
物
館
へ

見
世
物
小
屋
・
博
覧
会
か
ら

博
物
館
へ

塚
本 
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特集1　エッセイ

は
じ
め
に

　

平
成
26
年
４
月
に
三
重
県
総
合
博
物
館

（
M
i
e
M
u
・
み
え
む
）
が
開
館
し
た
。

こ
の
博
物
館
は
、
博
物
館
機
能
に
、
公
文

書
館
機
能
を
一
体
化
し
た
総
合
博
物
館
で
あ

る
。
公
文
書
館
機
能
と
は
、
組
織
（
主
に
自

治
体
）
記
録
の
管
理
、
選
別
、
移
管
、
保

存
、
利
用
を
行
う
施
設
で
あ
る
公
文
書
館
が

有
す
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
公

文
書
館
や
そ
の
機
能
の
認
知
度
は
、
図
書
館

や
博
物
館
に
比
べ
て
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

　

ま
た
、
公
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
歴
史
資

料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
（
以
下
、
歴
史
的

公
文
書
と
い
う
。）
の
閲
覧
は
、
広
く
一
般

の
人
々
を
対
象
と
し
県
民
の
視
点
に
立
つ
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
当
県
で
も
公
文
書
館
機

能
を
整
備
す
る
あ
た
り
、
行
政
職
員
や
県
民

に
と
っ
て
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
施
設

を
目
指
し
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
博
物
館
が
地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
の
博
物
館
と
な
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
な
の
か
、
当
館
の
交
流
創
造
エ
リ
ア

で
の
取
組
や
公
文
書
館
機
能
に
着
目
し
て
そ

の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

１
．
総
合
博
物
館
の
整
備
の
経
緯
と
概
要

　

三
重
県
総
合
博
物
館
の
整
備
が
本
格
的
に

は
じ
ま
っ
た
の
は
平
成
19
年
か
ら
で
、
そ
の

後
、
20
年
３
月
に
は
「
新
県
立
博
物
館
基
本

構
想
」、
12
月
に
は
「
新
県
立
博
物
館
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
整
備

を
進
め
て
き
た
。
基
本
計
画
で
は
「
と
も
に

考
え
、
活
動
し
、
成
長
す
る
博
物
館
」
を
活

動
理
念
と
し
て
掲
げ
、
基
本
的
な
活
動
と
し

て
、協
創
と
連
携
の
視
点
で
調
査
研
究
活
動
、

収
集
保
存
活
動
、
活
用
発
信
活
動
（
交
流
創

造
と
展
示
）を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
博
物
館
が
県
民
・
利
用
者

に
活
用
さ
れ
、
活
動
と
交
流
の
拠
点
と
な
る

よ
う
な
「
交
流
創
造
エ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

空
間
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
は
、
学

習
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
カ
ウ
ン

タ
ー
、
資
料
閲
覧
室
、
こ
ど
も
体
験
展
示
室

な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
展
示
エ
リ
ア
」
で
は
、
基
本
展

示
（
常
設
展
示
）
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
、
大

き
め
の
企
画
展
示
ス
ペ
ー
ス（
企
画
展
示
室
・

交
流
展
示
室
）を
設
け
た
。
基
本
展
示
室
は
、

三
重
の
多
様
で
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化

を
一
体
的
に
紹
介
す
る
展
示
空
間
と
な
る
よ

う
に
工
夫
を
し
た
。企
画
展
示
に
つ
い
て
は
、

企
画
展
、
交
流
展
、
ト
ピ
ッ
ク
展
な
ど
の
展

示
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
屋
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
フ
ィ
ー

ル
ド
に
は
、
三
重
を
特
徴
づ
け
る
植
物
や
岩

石
を
配
置
し
、
休
憩
や
活
動
の
場
と
し
て
の

「
交
流
の
広
場
」、
野
外
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
の

場
と
し
て
の
「
野
外
学
習
ス
ペ
ー
ス
」、残
っ

て
い
る
里
山
の
一
部
を
生
か
し
た
活
動
を
展

開
す
る
場
と
し
て
の
「
観
察
の
林
」
が
あ
る
。

２
．
交
流
創
造
エ
リ
ア
で
の
活
動
と

　
　
公
文
書
館
機
能

　

当
館
の
交
流
創
造
エ
リ
ア
は
、
県
民
・
利

用
者
と
の
接
点
が
多
い
場
所
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
中
心
で
あ
る
学
習
交
流
ス
ペ
ー

ス
で
の
取
組
や
公
文
書
館
機
能
に
関
す
る
活

動
等
を
紹
介
す
る
。

　

学
習
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、
エ
リ
ア
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、
県
民
・

利
用
者
の
学
習
、
研
究
、
活
動
を
支
え
る

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

学
芸
員
・
司
書
が
選
ん
だ
三
重
を
知
る
書

籍
類
を
1
，
0
0
0
冊
配
架
し
、
自
由
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る

意
味
で
図
書
館
機
能
の
一
部
と
も
言
え
る
。

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
学
習
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
窓
口
と
し
て
、
三
重
の
自
然
や
歴
史
・
文

化
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
合
せ
や
相
談
に
対

応
し
、
県
民
・
利
用
者
の
活
動
や
交
流
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。当
館
で
は
博
物
館
機
能
、

公
文
書
館
機
能
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
書
や

人
文
系
資
料
の
古
文
書
や
歴
史
的
公
文
書
は

も
と
よ
り
化
石
・
昆
虫
・
植
物
等
標
本
な
ど

の
実
物
資
料
に
関
す
る
問
合
せ
や
相
談
等
へ

の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

　

資
料
閲
覧
に
関
し
て
は
、
公
文
書
館
機
能

を
一
体
化
し
た
こ
と
で
、
資
料
閲
覧
室
で
の

閲
覧
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、人
文
系
、

自
然
系
の
博
物
館
資
料
は
勿
論
、
博
物
館
資

料
と
し
て
位
置
づ
け
た
県
が
作
成
し
た
歴
史

的
公
文
書
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
中
心
は
三
重
県
指
定
有
形
文
化
財
の
「
三

重
県
行
政
文
書
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
治
期

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
資
料
で
、
度

会
府
関
係
、
地
租
改
正
反
対
一
揆
、
内
国
勧

業
博
覧
会
、
復
禄
族
願
、
寺
社
明
細
帳
な
ど

の
行
政
文
書
と
明
治
10
年
代
後
半
か
ら
20
年

代
前
半
に
か
け
て
の
地
籍
図
や
旧
藩
か
ら
引

き
継
が
れ
た
と
思
わ
れ
る
国
絵
図
写
、
城
郭

図
な
ど
の
絵
図
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
文
系
の
博
物
館
資
料
の
中
心

は
古
文
書
で
あ
り
、
鎌
倉
幕
府
二
代
目
の

執
権
北
条
義
時
の
荘
園
に
関
す
る
書
状
、

津
藩
初
代
藩
主
藤
堂
高
虎
の
書
状
な
ど
の

武
家
文
書
、
津
町
年
寄
で
津
町
の
統
治
に

深
く
関
与
し
た
伊
藤
又
五
郎
家
文
書
に
代

表
さ
れ
る
町
方
文
書
、
久
居
藩
領
、
和
歌

山
藩
領
の
庄
屋
家
に
伝
来
し
た
村
方
文
書

を
収
蔵
し
て
い
る
。

　

開
館
後
の
閲
覧
状
況
は
、「
三
重
県
行
政

文
書
」
の
行
政
文
書
、
地
籍
図
、
及
び
古
文

書
の
閲
覧
が
多
い
。
中
で
も
、
個
人
の
ル
ー

ツ
探
し
、
居
住
地
域
の
歴
史
や
文
化
遺
産
の

探
求
な
ど
、
地
域
を
意
識
し
た
資
料
が
中
心

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
習
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

利
用
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、県
民
・

利
用
者
の
学
び
と
憩
い
の
場
で
あ
り
、
幅
広

い
層
の
利
用
が
あ
る
。

３
．
古
文
書
所
在
確
認
調
査
と
古
文
書
調
査

　

博
物
館
の
収
集
保
存
活
動
の
一
環
と
し

て
、
古
文
書
調
査
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、

三
重
県
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
保
存
活
用

連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略
称
み
え
歴
史
ネ
ッ

ト
）
で
、
こ
れ
は
環
境
生
活
部
文
化
振
興

課
県
史
編
さ
ん
班
に
事
務
局
を
置
き
、
市

町
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
資
産
の
保
存
活

用
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
平
成

23
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
。
県
市
町
と
協

議
し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め
、
現
在
は
各

市
町
に
残
る
古
文
書
の
所
在
確
認
調
査
を

行
い
、
市
町
か
ら
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

そ
し
て
、
博
物
館
が
開
館
し
た
平
成
26
年

度
か
ら
は
事
務
局
を
総
合
博
物
館
に
移
し
、

県
史
編
さ
ん
班
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
所

在
調
査
の
継
続
、
古
文
書
の
現
状
を
確
認

す
る
概
況
確
認
調
査
を
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
三
重
大
学
と
の
連
携
の

も
と
、
志
摩
市
の
越
賀
区
有
文
書
の
古
文

書
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
郷
蔵

に
保
存
さ
れ
て
い
る
近
世
初
期
か
ら
明
治

大
正
期
ま
で
の
古
文
書
を
整
理
し
て
い
く

と
い
う
も
の
で
、
今
後
、
具
体
的
な
調
査

日
程
や
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
館
外
で
の
博
物
館
活

動
で
、
館
内
の
資
料
閲
覧
機
能
と
と
も
に
、

地
域
を
意
識
し
た
取
組
で
あ
る
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

当
館
が
、
県
民
・
利
用
者
に
活
用
さ
れ
、

活
動
と
交
流
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施
設
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、「
交
流
創
造
エ
リ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
空
間
を
置
い
た
こ
と
で
、
展
示

だ
け
で
集
客
す
る
の
で
は
な
く
、
博
物
館
の

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
を
活
か
し
た
学
び
の
場
と

し
て
の
三
重
県
総
合
博
物
館
の
特
徴
が
明
確

に
な
っ
た
。
ま
た
、
館
外
活
動
の
一
環
と
し

て
、
地
域
に
あ
る
古
文
書
調
査
や
災
害
で
の

資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
地
域
の
博
物
館
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
も
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ふ
じ
た
に 

あ
き
ら
）

■資料閲覧室の三重県行政文書

■三重県総合博物館外観

三
重
県
総
合
博
物
館
と
地
域
と
の
か
か
わ
り

～
交
流
創
造
エ
リ
ア
と
公
文
書
館
機
能
を
中
心
に
～

三
重
県
総
合
博
物
館
と
地
域
と
の
か
か
わ
り

～
交
流
創
造
エ
リ
ア
と
公
文
書
館
機
能
を
中
心
に
～

藤
谷 

彰

三
重
県
総
合
博
物
館

展
示
・
資
料
情
報
課 

主
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三
重
県
総
合
博
物
館
の
基
本
展
示
室
中

央
に
は
「
三
重
を
め
ぐ
る
人
・
モ
ノ
・
文

化
の
交
流
史
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ

こ
で
大
き
な
建
築
模
型
を
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
い
る
事
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
伊
勢
御
師

三
日
市
大
夫
次
郎
邸
を
復
元
し
た
も
の
で

あ
る
。
私
は
一
五
年
程
前
に
、
こ
の
建
築

復
元
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
更
に
こ

の
数
年
間
は
博
物
館
で
の
展
示
の
た
め
、

改
め
て
建
築
復
元
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

伊
勢
御
師
は
江
戸
時
代
の
参
宮
を
支
え
た

存
在
で
あ
る
が
、
今
で
は
伊
勢
市
中
に
断

片
を
留
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
復
元
は

失
わ
れ
た
御
師
の
具
体
像
を
甦
ら
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
世
末
期
以
降
、民
衆
の
参
宮
が
流
行
し
、

全
国
か
ら
多
く
の
参
宮
客
が
伊
勢
を
訪
れ

た
。
伊
勢
の
御
師
は
各
地
の
檀
家
に
大
麻
を

配
布
し
て
布
教
を
行
い
、
訪
れ
た
参
宮
客
を

宿
泊
さ
せ
て
神
楽
を
執
り
行
い
、
神
宮
や
二

見
浦
、
朝
熊
を
案
内
す
る
な
ど
、
伊
勢
を
目

指
す
人
々
と
伊
勢
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
存

在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
御
師
は
伊
勢
以
外

に
も
、各
地
の
有
力
な
寺
社
に
存
在
し
た
が
、

伊
勢
御
師
の
邸
宅
は
概
し
て
大
規
模
で
、
複

数
の
建
物
が
連
な
る
複
雑
な
屋
敷
構
え
を
特

色
と
す
る
。
更
に
座
敷
や
食
事
の
豪
華
さ
な

ど
で
も
、
他
に
類
を
見
な
い
。
伊
勢
参
り
が

一
生
に
一
度
の
夢
の
旅
で
あ
っ
た
時
代
に
、

御
師
は
非
日
常
的
な
旅
の
時
間
と
空
間
を
提

供
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、明
治
期
の
神
道
国
教
化
に
伴
い
、

御
師
が
行
っ
て
い
た
大
麻
の
配
布
や
神
楽
の

執
行
な
ど
の
宗
教
活
動
は
禁
じ
ら
れ
て
、
御

師
は
存
立
基
盤
を
失
っ
た
。
一
部
は
宿
泊
を

専
業
と
し
た
が
、
そ
れ
も
新
興
の
旅
館
の
台

頭
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
や
が
て
宇
治
山
田
空

襲
で
灰
燼
に
帰
し
た
。
今
日
で
は
御
師
関
連

の
建
造
物
は
神
宮
文
庫
の
門
な
ど
ご
く
少
数

の
建
築
や
土
塀
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い

　

こ
の
よ
う
な
御
師
の
う
ち
、
最
大
規
模
の

も
の
が
外
宮
近
く
の
岩
淵
町
に
所
在
し
た
三

日
市
大
夫
次
郎
で
、
檀
家
は
東
日
本
一
円
と

北
海
道
を
中
心
に
三
〇
数
万
戸
に
及
ん
だ
。

数
あ
る
御
師
邸
の
中
で
、
こ
の
三
日
市
大
夫

次
郎
邸
の
復
元
を
行
っ
た
の
は
、
前
近
代
の

日
本
で
は
最
大
級
の
宿
泊
施
設
と
な
る
そ
の

規
模
に
加
え
て
、
神
宮
文
庫
所
蔵
の
詳
細
な

屋
敷
絵
図
が
あ
り
、
精
度
の
高
い
復
元
が
可

能
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
明
治
期
に

敷
地
を
御
幸
道
路
が
貫
通
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
恐
ら
く
は
補
償
の
た
め
に
作
成
さ

れ
た
実
測
図
で
、
建
物
の
間
取
り
は
も
と
よ

り
、
庭
石
や
植
木
の
一
つ
一
つ
ま
で
が
、
番

号
を
振
ら
れ
て
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
明
治
期
に
参
宮
客
勧
誘
の
た
め
に
作
成

さ
れ
た
二
種
類
の
邸
宅
の
鳥
瞰
図
が
あ
り
、

こ
れ
に
邸
宅
の
内
外
を
撮
影
し
た
古
写
真
な

ど
を
総
合
す
る
と
、
複
雑
な
そ
の
邸
宅
の
姿

が
甦
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
絵
や
写
真

で
示
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
直
接
に
そ
の

形
態
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
平

面
的
な
寸
法
は
屋
敷
絵
図
で
確
定
す
る
も
の

の
、
高
さ
関
係
の
絶
対
的
な
寸
法
は
確
定
し

な
い
。
基
礎
的
な
検
討
を
重
ね
た
後
、
最
終

的
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
個
々
の
建
物
の

形
態
や
寸
法
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
更
に
こ
れ
ら
が
接
続
す
る
複
雑
な
相
互

関
係
を
検
討
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
、
最
も

適
切
な
形
態
と
寸
法
を
探
り
当
て
て
い
っ

た
。
作
成
さ
れ
た
図
面
の
量
は
膨
大
で
、
製

本
さ
れ
た
図
面
は
目
方
で
言
え
ば
六
・
五
キ

ロ
に
及
ぶ
。
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
は
一
苦
労

す
る
ほ
ど
の
分
量
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
複
雑
な
邸
宅
で
の
部
屋
の
使
い
方
、

神
楽
の
あ
り
方
や
、宿
泊
客
の
受
け
た
印
象
、

献
立
な
ど
も
、
幸
い
様
々
な
直
接
間
接
の
資

料
類
が
収
集
で
き
、
か
な
り
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
特
に
印
象
に
残
る
の
は
、
こ

こ
に
宿
泊
し
た
佐
渡
の
回
船
商
人
が
残
し
た

詳
細
な
日
記
で
、
こ
れ
を
屋
敷
絵
図
と
照
合

す
る
と
御
師
の
屋
敷
の
有
様
が
生
き
生
き
と

甦
っ
て
く
る
。

　

こ
の
商
人
は
、
三
日
市
大
夫
次
郎
邸
の
表

門
か
ら
常
夜
灯
が
並
ぶ
広
大
な
前
庭
に
入

る
。
そ
こ
か
ら
更
に
木
戸
を
通
っ
て
内
玄
関

に
到
達
す
る
。
内
玄
関
で
支
度
を
直
し
て
座

敷
に
案
内
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で
御
師
の
手
代

の
挨
拶
を
受
け
る
。
言
葉
や
風
俗
の
異
な
る

客
同
士
の
摩
擦
を
避
け
る
た
め
に
、
同
郷
者

同
士
は
同
じ
棟
に
な
る
よ
う
な
配
慮
が
あ
っ

た
よ
う
で
、
こ
の
商
人
の
案
内
さ
れ
た
の
は

佐
渡
座
敷
で
あ
る
。
座
敷
は
皆
金
銀
の
襖
で

華
や
か
で
あ
る
。
神
楽
殿
は
「
き
れ
い
け
っ

こ
ふ
」
で
諸
国
の
大
々
神
楽
の
奉
納
額
が
多

く
掛
か
っ
て
い
る
。
風
呂
場
は
至
っ
て
大
き

く
、
勝
手
場
が
近
い
た
め
大
分
賑
わ
し
い
。

風
呂
に
行
く
に
も
袴
を
着
け
た
案
内
人
が
付

く
。
座
敷
で
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
、
御
師
の

御
見
舞
が
あ
る
と
の
手
代
の
先
触
れ
が
あ

り
、
大
慌
て
で
羽
織
、
袴
、
太
刀
、
扇
を
探

し
て
身
な
り
を
整
え
、
下
座
で
迎
え
る
。
や

が
て
、
や
っ
て
き
た
御
師
の
若
旦
那
は
公
家

の
よ
う
な
身
な
り
で
あ
る
。

　

こ
の
商
人
は
、
多
数
の
客
に
食
事
を
用
意

す
る
た
め
、
勝
手
場
が
賑
や
か
で
あ
っ
た
こ

と
に
も
触
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
に

は
そ
の
雰
囲
気
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
絵

画
、「
御
師
邸
内
図
」が
あ
り
、伊
勢
海
老
、蛤
、

鰤
、
筍
、
大
根
な
ど
の
食
材
の
搬
入
、
調
理
、

盛
付
、
配
膳
、
神
楽
の
帳
付
、
寛
ぐ
宿
泊
者
、

風
呂
場
へ
行
く
宿
泊
者
、
神
楽
を
終
え
た
楽

士
な
ど
が
描
か
れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
情
景
が

見
て
取
れ
る
。
模
型
で
は
こ
の
よ
う
な
御
師

の
邸
内
で
も
特
色
の
あ
る
勝
手
場
、神
楽
殿
、

広
間
、座
敷
は
屋
根
を
切
っ
て
内
部
を
見
せ
、

そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
情
景
を
表
現
し
て

い
る
。
そ
の
検
討
は
苦
心
も
あ
る
も
の
の
、

実
に
楽
し
い
作
業
で
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
を
通
じ
て
活
況
に
満
ち
て
い
た

御
師
三
日
市
大
夫
次
郎
は
、
明
治
四
年
に
御

師
の
宗
教
活
動
が
禁
じ
ら
れ
る
と
宿
泊
専
業

に
な
り
、
会
員
制
の
「
尊
皇
教
会
」
を
組
織

す
る
な
ど
、
生
き
残
り
を
図
っ
て
い
く
。
そ

の
存
在
が
最
後
の
輝
き
を
放

つ
の
は
、
定
員
五
〇
〇
人
の

東
京
発
着
の
大
規
模
な
参
宮

旅
行
を
主
催
し
た
明
治
四
〇

年
頃
で
あ
る
。

　

五
〇
〇
人
も
の
大
人
数
が

実
際
に
宿
泊
で
き
る
の
か
、

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

畳
数
を
数
え
、
こ
れ
に
明
治

期
の
2
階
建
の
増
築
部
を
考

慮
す
る
と
、
確
か
に
宿
泊
が

可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
、
畳
廊
下
は
座
敷

と
一
体
化
し
て
夜
具
を
敷
き

並
べ
る
状
態
と
な
る
。
か
つ

て
の
修
学
旅
行
の
よ
う
な
状

況
で
あ
る
が
、
同
大
夫
邸
で

は
座
敷
に
接
す
る
廊
下
は
い

ず
れ
も
畳
敷
で
、
ど
う
や
ら

こ
の
よ
う
な
ピ
ー
ク
時
の
収

容
も
考
慮
に
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
数
百
人
規
模
の
宿
泊
の
可
能

な
大
規
模
御
師
邸
は
、
前
近
代
の
日
本
に
お

け
る
最
大
級
の
宿
泊
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
明
治
四
三
年
二
月
二
八
日
の

朝
日
新
聞
は
、
外
国
の
大
規
模
観
光
団
を
受

け
入
れ
る
ホ
テ
ル
が
な
い
事
を
論
じ
、「
日

本
に
も
従
来
百
千
人
以
上
を
宿
泊
せ
し
む
る

に
足
る
大
旅
籠
屋
の
設
備
な
き
に
は
あ
ら
ざ

る
な
り
。
伊
勢
の
山
田
の
御
師
の
家
な
ど
、

差
当
り
て
其
一
例
と
為
す
を
得
べ
し
。」
と

し
て
、「
日
本
旅
籠
屋
を
基
礎
と
し
て
の
外

国
旅
客
収
容
の
設
備
の
工
夫
」
を
行
い
、「
営

業
振
り
を
西
洋
ホ
テ
ル
流
」
に
す
る
こ
と
を

提
言
し
て
い
る
。
明
治
の
末
に
な
お
、
御
師

は
宿
泊
施
設
と
し
て
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
広
大
な
敷
地
に
庭
を
隔
て
て
平

屋
の
建
物
が
建
ち
並
ぶ
御
師
邸
は
、
や
が
て

参
宮
鉄
道
の
山
田
駅
と
外
宮
を
結
ぶ
通
り
に

連
な
る
二
階
建
、
三
階
建
の
旅
館
に
と
っ
て

変
わ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
御
師
邸
に
較
べ
て

よ
り
高
密
度
、
効
率
的
で
、
鉄
道
を
利
用
し

た
新
し
い
参
宮
の
旅
に
相
応
し
い
も
の
で

あ
っ
た
。
御
師
は
や
が
て
表
舞
台
か
ら
姿
を

消
し
て
い
く
。

　

三
重
大
学
は
三
重
県
総
合
博
物
館
の
開

館
前
か
ら
、
旧
県
立
博
物
館
や
海
の
博
物

館
な
ど
の
博
物
館
と
の
組
織
的
な
連
携
を

行
っ
て
き
た
。
私
も
三
重
大
学
博
学
連
携

推
進
室
の
室
員
と
し
て
、
こ
れ
に
加
わ
っ

て
い
る
。
今
回
の
失
わ
れ
た
御
師
邸
の
建

築
復
元
も
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
三
重
大

人
文
学
部
、県
立
博
物
館
、県
史
編
さ
ん
室
、

斎
宮
歴
史
博
物
館
の
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ

て
の
多
様
な
伊
勢
御
師
に
関
す
る
調
査
研

究
活
動
に
基
づ
く
も
の
で
、
博
学
の
連
携

を
基
盤
と
し
て
い
る
。

　

大
学
と
博
物
館
の
連
携
は
、
連
携
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
や
研
究
が
進
展
し
、

新
し
い
知
を
地
域
に
提
供
で
き
る
、
と
の

思
い
に
基
づ
い
て
い
る
。
新
し
い
博
物
館

の
開
館
に
至
る
ま
で
の
、
様
々
な
経
緯
や

関
係
者
の
努
力
を
知
る
だ
け
に
、
博
物
館

と
三
重
大
学
の
連
携
が
、
三
重
の
知
の
一

翼
を
担
う
も
の
と
し
て
、
成
長
し
て
い
く

こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

（
す
が
わ
ら 

よ
う
い
ち
）

■復元模型制作追い込みの工房で

伊
勢
御
師
三
日
市
大
夫
次
郎
邸
を
復
元
す
る

伊
勢
御
師
三
日
市
大
夫
次
郎
邸
を
復
元
す
る

菅
原 

洋
一
工
学
研
究
科 

教
授

建
築
史
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参
考
図
書

『
芦
浜
原
発
反
対
運
動
の
記
録
―
南
島
町
住

民
の
三
十
七
年
』
二
〇
〇
二
刊
　
南
島
町

『
潮
風
の
道
―
海
の
村
の
人
び
と
の
暮
ら
し
』

川
口
祐
二
著
　
一
九
九
七
刊
　
ド
メ
ス
出
版

『
続
波
の
遠
―
合
成
洗
剤
追
放
運
動
の
七
年
』

川
口
祐
二
著
　
一
九
八
〇
刊
　
オ
リ
ジ
ン
出

版
セ
ン
タ
ー

特集1　エッセイ

一　
原
発
反
対
の
町
で

　

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
）
二
月
二
二
日
、

私
は
当
時
の
南
島
町
（
現
南
伊
勢
町
）
の
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
、
南
島
町
教
育

委
員
会
事
務
局
の
部
屋
の
隅
で
河
村
瑞
賢
の

資
料
を
見
せ
て
貰
っ
て
い
た
。
正
午
か
ら
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
声
を
聴
い
た
瞬
間
、
職
員
一
同

が
に
っ
こ
り
笑
っ
た
の
を
今
も
忘
れ
ず
に
い

る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
芦
浜
原
発
を
中
止
す
る
と

い
う
内
容
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
七
年
間
、

原
発
問
題
は
大
半
の
町
民
に
の
し
掛
か
っ
て

い
た
重
圧
で
あ
っ
た
。

　

芦
浜
原
発
が
白
紙
撤
回
さ
れ
て
か
ら
二
年

の
の
ち
、
私
は
南
島
各
地
の
関
係
者
か
ら
、

あ
の
頃
の
苦
労
話
を
聴
い
た
。
そ
の
と
き
の

一
、二
を
採
録
し
よ
う
。
ま
ず
、
大
勢
の
漁

師
た
ち
が
視
察
の
船
を
止
め
た
話
で
あ
る
。

「
海
上
保
安
庁
の
『
も
が
み
』
が
名
倉
の
港

の
岸
壁
に
横
付
け
さ
れ
て
い
ま
し
た
。『
も

が
み
』
が
出
港
し
よ
う
と
し
て
錨
を
巻
き
始

め
た
と
き
、
一
人
の
漁
師
が
そ
の
錨
に
ぶ
ら

下
が
っ
た
ん
や
ね
。
錨
を
あ
げ
よ
う
と
し
た

と
き
で
し
た
。
錨
、
巻
き
上
げ
る
と
そ
の
男

を
死
な
せ
る
こ
と
に
な
る
。
危
険
や
、
と
い

う
こ
と
で
船
を
止
め
た
わ
け
や
。
長
島
事
件

で
す
わ
」

　

巡
視
船
が
一
時
停
止
し
た
と
き
、
そ
の

隙
を
ね
ら
っ
て
大
勢
の
漁
師
た
ち
が
、
船

に
乗
り
込
ん
で
行
き
、
船
上
で
乱
闘
騒
ぎ

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
三
〇
人
が
逮
捕

さ
れ
、
二
五
人
が
起
訴
さ
れ
た
。
騒
ぎ
は
、

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
一
）
九
月
一
九
日
で

あ
っ
た
。

　

女
の
人
も
体
を
張
っ
た
。一
九
九
四
年（
平

成
六
）の
年
末
、
海
洋
調
査
で
も
め
た
と
き
、

警
察
の
機
動
隊
と
睨
み
合
い
に
な
っ
た
。
次

は
そ
の
と
き
の
一
シ
ー
ン
。

「
男
の
人
よ
り
お
ば
や
ん
ら
（
お
母
さ
ん
た

ち
）の
方
が
体
を
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
座

り
込
ん
で
梃て

子こ

で
も
動
か
ん
ぞ
、
と
い
う
気

構
え
で
し
た
。
機
動
隊
の
者も
ん

ら
が
や
っ
て
来

て
、離
そ
う
と
す
る
け
ど
動
き
ま
せ
ん
。『
助

平
、触
ら
ん
と
い
て
』
と
大
声
を
あ
げ
て
な
」

　

こ
の
よ
う
な
苦
労
話
は
幾
ら
で
も
あ
る
。

皆
が
声
高
に
言
わ
な
い
だ
け
だ
。

「
原
発
は
金
が
飛
び
交
い
人
を
狂
わ
す
」
と

あ
る
人
は
言
い
、
ま
た
別
の
人
は
「
終
わ
っ

た
と
単
純
に
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
ん
。
原
発
は

ど
ち
ら
へ
転
ん
で
も
金
で
汚
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
」、
と
嘆
く
。
こ
の
こ
と
を
耳
に
し
て
、

ふ
と
思
い
出
し
た
の
が
、
か
つ
て
新
潟
県
巻

町
（
現
新
潟
市
西
蒲
区
）
で
の
原
発
反
対
運

動
を
し
た
人
の
嘆
き
の
ひ
と
言
で
あ
っ
た
。

「
た
だ
で
く
れ
る
金
だ
も
の
、
お
っ
か
ね
え

け
ど
欲
し
い
と
思
う
人
は
、
こ
の
世
の
中
、

幾
ら
で
も
い
る
ん
だ
よ
」

　

越
後
七
浦
（
角
田
浜
）
の
潮
風
の
道
で
聞

い
た
言
葉
で
あ
る
。
反
対
運
動
の
七
人
の
侍

の
一
人
と
言
わ
れ
た
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

人
は
も
う
い
な
い
。

二　
芦
浜
の
汀
に
立
つ

　

芦
浜
は
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
か
ら
も
吉
野

熊
野
国
立
公
園
の
ど
ち
ら
か
ら
も
は
ず
れ

た
、
ち
ょ
う
ど
二
つ
に
挟
ま
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト

の
よ
う
な
所
で
あ
る
。三
重
県
の
海
岸
で
は
、

岩
と
崖
の
す
ば
ら
し
さ
の
楯
ヶ
崎
と
、
池
を

抱
え
た
山
と
砂
浜
の
美
し
さ
の
芦
浜
と
は
好

対
照
の
自
然
景
観
で
あ
る
が
、
一
、二
を
競

う
場
所
と
い
っ
て
い
い
。
こ
こ
に
原
発
が
立

地
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
の
わ
れ
わ
れ
の

平
穏
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。

「
こ
れ
か
ら
の
町
の
運
営
は
苦
難
の
道
の
り

で
す
。
し
か
し
、
ビ
フ
テ
キ
食
う
だ
け
が
、

本
当
の
豊
か
さ
で
は
な
い
、
と
思
い
ま
す
」

　

聴
き
書
き
を
し
た
と
き
の
あ
る
人
の

発
言
で
あ
る
。

　

芦
浜
は
今
も
自
然
の
豊
か
さ
を
保
っ
て
静

か
で
あ
る
。
そ
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
体
感

し
よ
う
と
、
芦
浜
ま
で
の
山
道
を
登
り
降
り

し
た
の
は
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
）
の

夏
で
あ
っ
た
。
眼
下
に
芦
浜
の
汀
が
望
ま
れ

た
。
池
が
あ
る
。
満
々
と
水
を
湛
え
て
い
る
。

池
の
水
は
溢
れ
出
て
、
そ
れ
が
砂
浜
に
一
筋

の
細
流
を
作
っ
て
、太
平
洋
に
注
い
で
い
る
。

　

浜
ま
で
の
下
り
道
は
早
い
足
取
り
で
あ
っ

た
。
砂
は
小
粒
の
礫
で
、
ハ
マ
ゴ
ウ
が
縦
横

に
這
っ
て
い
た
。
池
へ
足
を
伸
ば
し
た
。
一

人
の
男
が
水
に
胸
ま
で
体
を
沈
め
、
黙
々
と

シ
ジ
ミ
を
と
っ
て
い
た
。
西
側
の
町
か
ら
山

を
越
え
て
来
た
ら
し
い
。

　

一
攫
の
蜆
の
暗
き
い
の
ち
買
ふ

　

ひ
と
つ
か
み
の
シ
ジ
ミ
を
買
っ
た
の
は
、

俳
人
秋
本
不
死
男
。
芦
浜
が
原
発
反
対
で

揺
れ
て
い
る
、
そ
の
暗
い
現
場
で
シ
ジ
ミ

を
た
も
網
で
掬
う
の
は
、
熊
野
灘
の
漁
民

で
あ
っ
た
。

三　
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
と
合
成
洗
剤
追
放
運
動
と

　

芦
浜
原
発
反
対
運
動
は
、
地
元
だ
け
で

は
な
い
。
そ
の
精
神
的
な
、
ま
た
理
論
的

な
拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
鳥
羽
市
に
立
地

す
る
海
の
博
物
館
で
あ
っ
た
。
漁
民
の
父

と
し
て
日
本
中
の
漁
業
者
か
ら
の
尊
敬
を

一
身
に
集
め
た
、
石
原
円
吉
さ
ん
の
遺
志

を
継
い
で
、
そ
の
息
子
の
義よ
し

剛か
た

さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
鳥
羽
駅
の
近
く
に
建
て
た
の

は
七
一
年
（
昭
和
四
六
）。
の
ち
、
現
在
地
、

鳥
羽
市
浦
村
町
大
吉
浦
に
移
転
し
、
開
館

か
ら
す
で
に
四
〇
年
以
上
を
閲け
み

す
る
。
こ

こ
か
ら
「
海
を
守
る
運
動
」
が
始
ま
る
。

博
物
館
が
産
声
を
あ
げ
て
半
年
の
ち
に
、

機
関
紙
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
が
発
刊
さ
れ
る
。
そ

れ
は
「
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｅ
・
Ｏ
Ｕ
Ｒ
・
Ｓ
Ｅ
Ａ
」

の
頭
文
字
を
採
っ
た
も
の
。「
わ
れ
わ
れ
の

海
を
救
お
う
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
危
機

に
瀕
し
た
海
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号
と
私
は

深
読
み
し
て
き
た
。

　

海
を
救
お
う
と
い
う
開
館
の
精
神
は
、
必

然
的
に
芦
浜
原
発
反
対
運
動
へ
と
繋
が
っ
て

い
く
。
毎
年
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
と
い
っ
た
有
志
の
集
い
が
催

さ
れ
、
夜
を
徹
し
て
、
海
を
ど

う
守
る
べ
き
か
を
話
し
合
い
、

時
に
は
声
高
に
議
論
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
発

刊
、
そ
れ
に
続
く
「
海
と
に
ん

げ
ん
＆
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」、『
海
と
人
間
』

と
い
う
年
報
の
ほ
か
、
多
数
の

出
版
物
や
、
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
実
践
活
動
が
、
日
本
一
の

「
海
」
の
博
物
館
と
し
て
の
、
ゆ

る
ぎ
な
い
名
声
を
博
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　
「
脱
原
発
」「
減
原
発
」「
縮

原
発
」「
卒
原
発
」。
た
く
さ

ん
の
言
葉
が
並
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
誰
も
が
「
も
う
原
発
は
い
ら
な

い
」
と
決
心
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
で
も

ま
だ
原
発
を
輸
出
し
よ
う
と
叫
ぶ
傀
儡
の

よ
う
な
政
治
家
・
企
業
の
声
は
消
え
な
い
。

　

こ
れ
は
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
一
九
六
号
の
巻
末
に

あ
る
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
ヶ
月
後
に
書

か
れ
た
。
あ
れ
か
ら
す
で
に
四
年
、
だ
が
日

本
は
ま
だ
原
発
か
ら
卒
業
で
き
ず
に
い
る
。

卒
業
ど
こ
ろ
か
、
も
う
一
度
や
ろ
う
と
蠢
く

政
治
家
の
な
ん
と
多
く
増
え
た
こ
と
か
。

　

石
原
義
剛
海
の
博
物
館
長
と
の
出
会
い

は
、
合
成
洗
剤
を
漁
村
か
ら
な
く
そ
う
と
い

う
、
共
通
の
意
識
か
ら
で
あ
っ
た
。
海
の
博

物
館
が
開
館
し
た
頃
、
熊
野
灘
は
赤
潮
に
見

舞
わ
れ
、
漁
民
に
は
辛
酸
を
な
め
る
毎
日
で

あ
っ
た
。
ハ
マ
チ
養
殖
に
よ
る
汚
れ
、
開
墾

間
も
な
い
み
か
ん
畑
か
ら
流
れ
る
肥
料
や
農

薬
な
ど
の
影
響
の
ほ
か
、さ
ら
に
も
う
一
つ
、

各
家
庭
に
急
速
に
普
及
し
た
合
成
洗
剤
を
含

ん
だ
排
水
が
、
直
接
海
に
流
れ
る
と
い
う
こ

と
が
、
赤
潮
の
原
因
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
ん

な
と
き
、
七
三
年
三
月
で
あ
っ
た
が
、
名
古

屋
の
科
学
博
物
館
で
『
中
性
洗
剤
を
追
求
す

る
』
と
題
し
た
一
〇
分
ほ
ど
の
科
学
映
画
を

観
た
。
催
奇
形
性
と
い
う
言
葉
を
知
り
、
合

成
洗
剤
が
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
教

え
ら
れ
た
。
こ
の
映
画
で
背
中
を
押
さ
れ
た

の
だ
。
三
重
大
学
医
学
部
が
中
心
と
な
っ
て

製
作
さ
れ
た
一
編
で
、
解
剖
学
の
三
上
美よ
し

樹き

先
生
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。

　

私
が
三
上
先
生
に
お
会
い
す
る
の
は
、
学

長
に
な
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、

来
る
も
の
は
拒
ま
ず
を
主
義
と
さ
れ
て
い
た

よ
う
だ
。
田
舎
の
役
場
の
一
職
員
と
し
て
、

町
民
に
対
し
て
、
環
境
問
題
を
ど
う
意
識
付

け
る
か
、
具
体
的
に
は
何
が
よ
い
か
と
迷
っ

て
い
た
と
き
、
一
筋
の
道
を
示
し
て
下
さ
っ

た
人
が
三
上
先
生
で
あ
っ
た
。
今
、
八
二
歳

の
私
の
半
生
の
仕
事
は
、
漁
村
の
暮
ら
し
と

環
境
問
題
の
聴
き
書
き
で
あ
る
が
、
そ
の
道

へ
の
出
発
は
、
都
の
西
北
で
は
な
く
三
重
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
夏
八
月
に
所
用
で
附
属
図
書

館
へ
行
っ
た
が
、
近
く
の
閑
静
な
繁
み
を
横

に
見
て
、
三
上
先
生
に
会
っ
た
当
時
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

　

八
月
や
三
重
大
学
の
庭
広
し

　

こ
ん
な
腰
折
れ
が
、
さ
さ
や
か
な
私
の
俳

句
手
帳
の
中
に
あ
る
。（

か
わ
ぐ
ち 

ゆ
う
じ
）

■峠から望む芦浜の全景

芦
浜
な
ど
環
境
問
題
雑
感

　
　
　
―
― 

出
会
っ
た
人
び
と 

―
―

芦
浜
な
ど
環
境
問
題
雑
感

　
　
　
―
― 

出
会
っ
た
人
び
と 

―
―

川
口 

祐
二
三
重
大
学
客
員
教
授
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三
重
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究

科
の
授
業
科
目
「
三
重
の
文
化
と
社
会
」

が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
今
年
で
14
年
目
に
な

る
。
本
科
目
は
、三
重
の
文
学
・
歴
史
・
思
想
・

社
会
・
地
理
・
環
境
・
地
方
制
度
・
地
域
自
治
・

地
域
産
業
と
経
済
な
ど
を
総
合
的
に
考
究

し
、
地
域
の
文
化
と
社
会
の
特
色
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
、
県

下
の
市
町
村
か
ら
１
つ
を
対
象
地
域
に
選

ん
で
実
施
し
て
い
る
。
本
科
目
の
特
色
は
、

大
学
院
生
が
自
ら
そ
の
地
域
に
関
す
る
研

究
課
題
を
設
定
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
う
こ
と
で
、
実
践
的
に
調
査
・
研
究

能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

ま
た
、
７
年
前
か
ら
は
、
こ
う
し
た
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
型
の
研
究
に
加
え
て
、
県
内

全
地
域
を
対
象
と
し
て
、
主
に
文
献
・
資

料
を
も
と
に
調
査
・
研
究
を
行
う
文
献
型

の
研
究
も
展
開
し
て
い
る
。

　

三
重
大
学
で
は
、
学
生
の
主
体
的
な
問

題
発
見
・
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（Problem
-Based Learning

）
教
育
を
推

進
し
て
い
る
が
、
本
科
目
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
導
入

し
た
特
色
あ
る
大
学
院
教
育
と
し
て
開
設
さ

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
大
学
院
生
が
調
査
を

通
じ
て
地
域
の
人
々
と
交
流
し
、
ま
た
現
地

発
表
会
を
行
っ
て
研
究
成
果
を
地
域
に
還
元

す
る
な
ど
、
大
学
の
地
域
連
携
・
貢
献
の
一

助
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
点
も
、
本

科
目
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

　

昨
年
度
ま
で
の
香
良
洲
町
、
紀
伊
長
島

町
、
亀
山
市
、
関
町
、
志
摩
市
阿
児
町
、
伊

賀
市
、
鈴
鹿
市
、
松
阪
市
、
四
日
市
市
、
津

市
、
伊
勢
市
、
名
張
市
、
鳥
羽
市
、
伊
賀
市

に
続
き
、
本
年
度
は
多
気
町
を
調
査
対
象
地

域
と
し
た
。

　

例
年
通
り
、
本
年
度
も
月
１
回
程
度
の

研
究
発
表
を
基
本
と
し
つ
つ
、
６
月
に
は

予
備
調
査
と
し
て
多
気
町
に
お
い
て
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
サ
ー
ベ
イ
を
実
施
し
、
受
講
者
各

自
の
研
究
テ
ー
マ
や
研
究
方
法
を
明
確
に

し
た
。
９
月
に
は
多
気
町
に
お
い
て
現
地

合
宿
を
実
施
し
、
受
講
生
が
各
自
の
研
究

の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
大

学
院
生
・
教
員
間
の
交
流
を
図
っ
た
。
そ

の
後
も
、
大
学
院
生
が
独
自
に
現
地
で
の

聞
き
取
り
調
査
や
資
料
収
集
を
重
ね
、
指

導
教
員
の
指
導
の
も
と
、
研
究
発
表
や
討

論
を
経
て
ま
と
め
あ
げ
た
成
果
が
、
以
下

に
掲
載
す
る
研
究
報
告
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
地
で
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ベ
イ

や
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
多
気
町
町
役

場
の
各
課
の
方
々
、
関
係
諸
機
関
・
団
体
、

企
業
、
語
り
部
の
会
な
ど
市
民
の
皆
様
に
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
と
り
わ
け

多
気
町
の
岸
川
政
之
様
、
山
口
隼
人
様
に
は

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ベ
イ
や
現
地
合
宿
、
現
地

報
告
会
の
実
施
に
際
し
て
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ

ご
助
力
を
賜
っ
た
。本
科
目
は
、地
域
の
方
々

の
ご
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
も
の

で
あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
た
い
。

科
目
担
当
教
員

豊
福 

裕
二
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

教
授
）

遠
山  

敦
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科 

教
授
）

Ⅰ　
は
じ
め
に

　

三
重
県
多
気
郡
多
気
町
は
三
重
県
南
勢

北
部
に
位
置
す
る
、
日
本
の
原
風
景
が
残

る
静
か
な
山
間
の
里
で
あ
る
。
当
地
は
古

く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
、
大
台

山
系
か
ら
の
豊
富
な
水
は
当
地
に
多
く
の

恵
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
多
気
町
は
平
成

以
前
に
お
い
て
は
、
第
1
次
産
業
を
主
体

と
し
た
典
型
的
な
農
村
地
域
で
あ
っ
た
が
、

自
治
体
の
積
極
的
な
企
業
誘
活
動
に
よ
り
、

1
9
9
4
年
に
S
H
A
R
P
㈱
が
当
地
に

工
場
建
設
を
表
明
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
多
気
町
は
三
重
県
有
数
の
工

業
地
域
と
し
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
企
業
誘
致
政
策
を
、
多
気
町
の
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
視
点
か
ら
検
証
す
る
こ
と

が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

Ⅱ　
企
業
誘
致
に
よ
る
多
気
町
の
発
展

　

当
時
の
最
先
端
産
業
で
あ
っ
た
L
C
D

（Liquid C
rystal D

isplay

）・
F
P
D

（Flat Panel D
isplay

）
産
業
の
誘
致
は
、

多
気
町
及
び
住
民
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。
当
地
域
は
近
代
的
な
ハ

イ
テ
ク
産
業
の
集
積
地
と
な
り
、
多
く
の

関
連
企
業
の
進
出
は
多
く
の
人
間
を
当
地

に
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

伴
う
ホ
テ
ル
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
の
建
設
は
町
の
風
景
を
変
え
、
町
税
収

の
増
加
は
地
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進

し
、
地
域
住
民
の
所
得
向
上
に
ま
で
及
ん

だ
。
そ
し
て
、
多
気
町
は
企
業
誘
致
の
成

功
例
と
し
て
、
近
隣
地
域
や
日
本
の
同
規

模
自
治
体
か
ら
も
羨
望
の

眼
差
し
を
向
け
ら
れ
た
。

　

S
H
A
R
P
が
多
気
町

に
三
重
工
場
を
建
設
し
た

時
期
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

産
業
界
に
お
い
て
は
ブ
ラ

ウ
ン
管
方
式
か
ら
F
P
D

方
式
へ
の
、
50
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
大
変
換
期
を

迎
え
て
い
た
が
、
こ
の
分

野
で
最
も
高
い
技
術
と
競

争
力
を
有
し
て
い
た
の
が

S
H
A
R
P
で
あ
る
。
当
時

こ
の
業
界
は
倍
々
ゲ
ー
ム

の
様
相
を
呈
し
、
こ
の
渦
中

に
あ
っ
た
多
気
町
は
大
い

に
潤
う
こ
と
に
な
り
、
図

−

1
に
示
す
製
造
品
出
荷
額

は
三
重
県
南
部
の
主
要
都
市
で
あ
る
伊
勢

市
や
松
阪
市
を
凌
ぐ
ま
で
に
な
っ
た
。
多

気
町
と
同
じ
く
S
H
A
R
P
の
工
場
誘
致

に
成
功
し
た
亀
山
市
も
多
気
町
と
同
様
の

航
跡
を
辿
っ
た
。

Ⅲ　
企
業
誘
致
と
ま
ち
の
活
性
化

　

で
は
、
多
気
町
が
積
極
的
に
展
開
し
た

企
業
誘
致
を
住
民
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
多
気
町
は
勢
和
村
と
合

併
す
る
前
の
2
0
0
1
年
に
住
民
意
識
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、「
多

気
町
は
良
い
町
か
」
と
い
う
設
問
に
87
％

が
好
意
的
な
解
答
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

時
期
は
S
H
A
R
P
が
本
格
的
な
操
業
に

入
り
町
が
活
気
に
沸
い
て
い
た
時
期
で
あ

り
、
住
民
が
企
業
誘
致
に
よ
る
「
ま
ち
起

こ
し
政
策
」
を
好
意
的
に
捉
え
て
い
た
と

言
え
、
ま
た
住
民
が
積
極
的
に
企
業
誘
致

に
協
力
し
て
い
た
こ
と
が
多
気
町
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
も
地
域
住
民
も
歓
迎
し
た
企

業
誘
致
で
あ
っ
た
が
、「
ま
ち
の
活
性

■図-１：三重DataBox（www.Pref.mie.lg.DATABOX.library/archive/kou）より作成
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図-1.多気町製造品出荷額の推移
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特 集 2

三
重
の

文
化
と

社
会

多
気
町

三
重
県
の
研
究

多
気
町
の
企
業
誘
致
と
ま
ち
づ
く
り

伊
藤 

克
美

　
指
導
教
員　

豊
福 

裕
二

地域研究フォーラム in 多気：三重大学大学院人文社会科学研究科
「三重の文化と社会」研究成果報告会について

2015 年 1 月 24 日（土）の午後１時より、多気町立勢和図書館会議室において、「地域研究フォーラム in 多気：三重大学大
学院人文社会科学研究科「三重の文化と社会」研究成果報告会」が開かれた。本年度は、まず産業経済論ゼミナール所属の学
部学生による多気町丹生地区におけるコミュニティビジネスに関する報告の後、大学院生による研究報告を行った。当日は、
約 20 名（報告者、関係者を除く）の参加者があり、研究報告の後には活発な質疑応答が行われた。本科目を受講した大学院
生にとっては、１年間の研究成果をいかに地域に還元することができるかを考える貴重な機会となった。なお当日は、2014
年度「三重の文化と社会」研究報告書『多気町・三重県の研究』が、参加者に配付された。
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は
じ
め
に

　

多
気
町
の
勢
和
地
区
を
取
り
囲
む
低
山

地
帯
は
、
そ
の
利
用
を
め
ぐ
り
古
く
か
ら

争
論
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
近
代
化
以
前

の
山
林
は
、
農
作
用
の
肥
料
と
な
る
落
ち

葉
や
、
燃
料
と
し
て
使
う
柴
の
採
集
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
村

を
単
位
と
す
る
入
会
地
（
共
有
地
）
で
あ
っ

た
。
入
会
地
に
は
、
一
つ
の
村
の
住
民
が

共
同
利
用
す
る
も
の
と
、
複
数
の
村
々
が

共
同
で
利
用
す
る
も
の
が
存
在
し
、
後
者

の
場
合
は
一
度
紛
争
が
発
生
す
る
と
、
入

会
の
権
利
や
草
柴
の
採
取
権
を
め
ぐ
る
村

と
村
と
の
争
い
へ
と
発
展
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
世
社
会
に
お
い

て
、
検
地
帳
に
付
け
ら
れ
る
土
地
が
田
・
畑
・

屋
敷
地
の
み
で
あ
り
、山
林
原
野
の
「
所
有
」

が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。

Ⅰ
．
朝
柄
村
・
片
野
村
・
上
出
江
村
の

　
　
入
会
争
論

　

朝
柄
村
・
片
野
村
・
上
出
江
村
の
三
か

村
は
、
十
七
世
紀
末
か
ら
明
治
前
期
ま
で

お
よ
そ
二
百
年
の
間
、
入
会
地
を
め
ぐ
っ

て
争
っ
て
い
た
。
こ
の
争
論
は
村
と
村
の

境
界
の
位
置
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、

朝
柄
村
の
持
山
へ
片
野
村
と
上
出
江
村
が

入
り
込
む
権
利
の
有
無
を
問
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
片
野
村
・
上
出
江
村

か
ら
争
論
と
な
っ
た
場
所
ま
で
は
、
遠
い

所
で
二
里
（
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど

も
離
れ
て
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
隔
て
ら
れ
た

場
所
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

か
ら
も
、
当
時
の
入
会
地
の
重
要
性
が
う

か
が
え
る
。

　

十
七
世
紀
末
の
争
論
は
、
朝
柄
村
が
三

か
村
の
入
会
地
内
に
植
林
を
し
た
こ
と
に

よ
り
発
生
し
た
。
入
会
地
に
生
え
る
主
な

木
は
カ
シ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
で
あ

り
、
植
林
さ
れ
る
木
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
針
葉
樹
が
主
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
入

会
地
内
に
植
林
が
行
わ
れ
る
と
そ
の
土
地

は
肥
料
や
燃
料
の
採
集
地
と
し
て
の
機
能

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を

危
惧
し
た
片
野
村
と
上
出
江
村
は
、
朝
柄

村
の
植
林
行
為
に
反
対
し
て
訴
え
を
起
こ

■現在の朝柄村集落（遠景が論地となった山々）

化
」
の
観
点
か
ら
み
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
多
気
町
が
進
め
た
S
H
A
R
P
と
そ

の
関
連
企
業
の
誘
致
は
、
製
造
品
出
荷
額

や
町
税
収
入
、
雇
用
創
出
や
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
見
れ
ば
、
極
め
て
大
き
な
成
果
を

も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
多

気
町
の
人
口
は
相
応
の
規
模
で
増
加
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
図

−

2
に
示
す
、
高
度
成

長
期
の
1
9
7
0
年
か
ら
2
0
1
4
年
ま

で
の
人
口
変
化
を
見
る
と
、
人
口
は
増
加

せ
ず
む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
S
H
A
R
P
の
操
業
景
気
に
沸
い
た

2
0
0
0
年
に
は
一
時
期
人
口
が
増
え
る

が
、
そ
れ
で
も
1
9
7
5
年
の
レ
ベ
ル
は

超
え
て
い
な
い
。
近
隣
の
同
規
模
自
治
体

が
急
激
に
人
口
を
減
ら
し
て
い
く
中
で
良

く
健
闘
し
て
い
る
、
と
の
見
方
も
出
来
る

が
、
誘
致
し
た
企
業
の
雇
用
規
模
に
比
べ

て
乏
し
い
成
果
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
誘

致
企
業
の
社
員
の
多
く
が
。
多
気
町
に
居

を
構
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
が
、

多
気
町
が
2
0
0
3
年
に
S
H
A
R
P
と

そ
の
関
連
企
業
の
社
員
に
対
し
て
実
施
し

た
、
大
掛
か
り
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

あ
る
。
本
調
査
か
ら
み

ら
れ
る
の
は
、
生
活
す

る
た
め
の
基
本
的
な
要

件
（
住
宅
、商
店
、医
療
・

福
祉
施
設
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
等
）
が
十
分
に
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
積

極
的
に
多
気
町
に
住
も

う
と
言
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
か
な
か
っ

た
と
い
え
る
。
こ
こ
に

は
多
気
町
が
企
業
誘
致

と
セ
ッ
ト
で
「
ま
ち
づ

く
り
」
を
戦
略
的
に
考

え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

に
そ
の
最
大
の
要
因
が

あ
る
と
考
え
る
。
企
業
誘
致
は
近
視
眼
的

に
、
何
が
何
で
も
最
先
端
産
業
や
一
流
企

業
誘
致
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
実
情

や
地
域
の
有
り
方
、
将
来
像
も
含
め
て
戦

略
的
に
考
え
て
い
か
な
い
と
、
自
治
体
の

思
惑
と
は
か
け
離
れ
た
方
向
に
進
ん
で
い

く
。
地
域
活
性
化
の
指
標
が
そ
の
地
域
に

居
を
構
え
る
人
間
の
増
加
に
あ
る
と
考
え

れ
ば
、
自
治
体
が
進
め
る
企
業
誘
致
の
最

終
目
的
は
こ
こ
に
行
き
着
く
。

Ⅳ　
L
C
D
産
業
の
失
速
と
多
気
町

　

日
本
の
L
C
D
・
F
P
D
産
業
は

2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
韓
国
・
台
湾
・

中
国
勢
の
追
い
上
げ
を
受
け
、
2
0
0
5

年
頃
を
ピ
ー
ク
に
後
退
が
始
ま
り
、
徐
々

に
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
く
。
そ

し
て
、
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
き
っ
か
け
と
し
た
、
世
界
同
時
不
況

や
円
高
が
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
を

直
撃
し
た
。
当
該
企
業
の
多
く
は
国
内
生

産
に
見
切
り
を
つ
け
、
海
外
移
転
を
加
速

さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
国
内
で
の
生
産
が

急
速
に
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
は
多
気
町

に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
、
同
じ
産
業
・

企
業
に
依
存
す
る
亀
山
市
も
同
様
の
状

況
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
自
治

体
が
特
定
の
産
業
や
企
業
に
過
度
に
依

存
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
製
造
品
出
荷
額
や
地
域

の
雇
用
状
況
か
ら
み
る
と
、
依
然
と
し

て
三
重
県
内
の
同
規
模
自
治
体
に
比
べ

て
良
好
な
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
、
多

気
町
の
企
業
誘
致
政
策
は
そ
の
戦
略
の

見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

Ⅴ　
多
気
町
の
産
業
振
興
策
の
課
題

　

現
在
多
気
町
は
新
た
な
工
業
団
地
と
し

て
ク
リ
ス
タ
ル
ゾ
ー
ン
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
多
気
町
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
と
、

こ
の
工
業
団
地
で
は
過
去
の
成
功
体
験
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
薬
品
や
食
品

関
連
等
、
日
々
人
間
と
係
わ
る
産
業
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
、
併
せ
て
地
元
の
雇
用
に
積

極
的
で
長
く
こ
の
地
に
留
ま
っ
て
頂
け
る

企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
企
業
誘
致
活
動
を

展
開
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
観
光
産
業
、
農
業
、
農
産
品
加

工
業
を
組
み
合
わ
せ
た
６
次
産
業
化
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
に
も
新
た
な
展
開

を
試
み
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
ア
ク

ア
イ
グ
ニ
ス
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
野

誘
致
に
成
功
し
て
い
る
。
過
去
の
企
業
誘

致
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
こ
れ
ら
の
成
果

を
定
住
人
口
の
増
加
と
ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
多

気
町
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
い
え
よ
う
。

（
い
と
う 

か
つ
み
）

人
文
社
会
科
学
研
究
科
　
社
会
科
学
専
攻

産
業
経
済
論

■図-2：三重の統計資料（www.Pref.mie.lg.jp/DATEBOX/inf/bunya/bunya01.htm）より作成
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辞
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史
料
の
閲
覧
・
複
写
に
は
、
多
気
町
郷
土

資
料
館
館
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

日
本
を
代
表
す
る
本
草
学
者
・
野
呂
元
丈

は
、
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
波
多
瀬
村

（
現
多
気
町
勢
和
地
域
）
の
高
橋
家
次
男
と

し
て
生
ま
れ
た
。
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

幕
府
の
命
に
よ
り
箱
根
・
日
光
の
採
薬
調

査
に
参
加
し
、
以
来
、
全
国
を
巡
回
し
て

大
規
模
な
薬
草
見
分
を
行
い
、
当
時
の
医

薬
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
幕
府
お
抱
え
の
本
草
学
者

と
し
て
の
元
丈
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
出
身
地
で
あ
る
勢
和
・
波
多
瀬
地

域
に
お
け
る
彼
の
役
割
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
関
連
史

料
の
分
析
と
考
察
の
余
地
を
大
き
く
残
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
幕
末
期
の
農
政
学
者
と
し
て
有
名

な
岡
山
友
清
は
、
同
じ
く
勢
和
地
域
の
朝
柄

村
岡
山
家
の
出
身
で
あ
る
。友
清
は
酒
米「
伊

勢
錦
」
の
発
明
者
で
あ
り
、
ま
た
「
不
二

道
」「
不
二
講
」
と
呼
ば
れ
る
富
士
山
岳
宗

教
の
信
者
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
友
清
に
は
農

政
学
者
・
宗
教
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
以
外

に
も
製
薬
者
と
し
て
の
一
面
も
あ
り
、
岡
山

家
は
幕
末
期
か
ら
明
治
期
ま
で
続
く
薬
屋
と

し
て
、
こ
の
地
域
の
医
薬
業
を
支
え
る
役
割

を
も
果
た
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
製
薬
者

と
し
て
の
友
清
と
岡
山
家
に
つ
い
て
焦
点
を

当
て
て
み
た
い
。

　

勢
和
地
域
は
、
江
戸
中
期
に
は
野
呂
元

丈
、
幕
末
期
に
は
岡
山
友
清
と
い
う
医
薬

業
に
関
わ
る
著
名
な
人
物
二
人
を
産
み
出

し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、

勢
和
の
地
域
社
会
に
お
け
る
医
薬
業
は
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
様
相
を
検
討
し
た
い
。

野
呂
元
丈
の
故
郷
に
お
け
る
人
参
栽
培

　

野
呂
元
丈
は
江
戸
で
の
活
躍
中
、
生
家

で
あ
る
波
多
瀬
の
高
橋
家
と
頻
繁
に
連
絡

を
と
り
あ
っ
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

元
丈
が
甥
の
善
三
郎
に
朝
鮮
人
参
の
栽
培

を
依
頼
し
た
書
状
で
あ
る
。
当
時
、
万
病

の
特
効
薬
と
し
て
扱
わ
れ
た
朝
鮮
人
参
は

す
べ
て
輸
入
品
で
あ
り
、
き
わ
め
て
高
価

な
も
の
で
あ
っ
た
。
八
代
将
軍
の
吉
宗
は

そ
の
対
策
と
し
て
全
国
で
朝
鮮
人
参
の
栽

培
を
行
わ
せ
、
国
産
化
を
図
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
と
同
時
に
、
一
般
人
が
人
参
を
自

由
に
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
厳
格
な

統
制
を
敷
い
た
。
元
丈
は
特
別
に
こ
の
朝

鮮
人
参
の
種
や
根
を
入
手
し
て
生
家
へ
送

り
、
そ
の
栽
培
を
波
多
瀬
の
善
三
郎
に
頼

ん
で
い
た
の
だ
。
書
状
に
は
、
栽
培
中
の

朝
鮮
人
参
の
生
育
状
況
を
尋
ね
る
内
容
や
、

善
三
郎
が
栽
培
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
こ

と
に
対
し
て
謝
意
を
表
し
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
善
三
郎
も
自
ら
名
古
屋
の
関
係
者

へ
問
い
合
わ
せ
て
栽
培
方
法
を
調
べ
る
な

ど
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
だ
。

　

朝
鮮
人
参
に
関
す
る
書
状
は
善
三
郎
宛
て

の
三
通
し
か
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
栽
培
の

試
み
は
後
代
へ
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
件

か
ら
元
丈
に
と
っ
て
の
故
郷
の
意
味
を
推
し

量
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
波
多
瀬
村
は

彼
の
心
に
存
在
し
続
け
、
本
草
学
者
と
し
て

■岡山家が製造した「わすれ薬」の引き札（岡山家文書）

し
た
の
だ
。
争
点
は
、
朝
柄
村
が
植
林
を

行
っ
た
の
が
い
つ
の
時
期
に
遡
る
の
か
と

い
う
点
で
あ
っ
た
。
結
果
、
昔
日
に
植
林

さ
れ
た
物
は
そ
の
ま
ま
に
、
近
年
植
林
さ

れ
た
物
は
切
り
倒
し
て
入
会
地
に
戻
す
と

い
う
裁
許
が
田
丸
領
と
松
坂
領
の
代
官
に

よ
っ
て
下
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
争
論
で

注
目
し
た
い
の
は
、
争
論
の
対
象
地
域
が

入
会
山
全
体
で
は
な

く
、
入
会
地
の
中
で
も

朝
柄
村
が
植
林
を
行
っ

た
一
部
の
場
所
で
あ
っ

た
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、

入
会
地
中
の
一
部
の
用

益
権
を
め
ぐ
っ
て
、
朝

柄
村
と
片
野
村
・
上
出

江
村
が
対
立
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
百
三
十
年
の

時
を
経
て
、
安
政
五

（
一
八
五
九
）
年
に
争

論
が
再
発
す
る
。
争
論

再
発
の
き
っ
か
け
は
、

十
七
世
紀
末
と
同
様
に

朝
柄
村
が
入
会
地
内
に

植
林
を
行
っ
た
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
対
象
地
域

は
片
野
村
と
上
出
江
村

が
入
会
地
で
あ
る
と
主

張
す
る
山
一
体
へ
と
変

化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
柄
村
が
山
林

の
一
部
に
対
し
片
野
村
と
上
出
江
村
の
入

会
権
を
否
定
し
、
そ
れ
に
対
し
て
片
野
村

と
上
出
江
村
が
山
の
使
用
料
と
し
て
の
山

手
米
や
道
作
り
人
足
役
を
、
入
会
の
根
拠

と
し
て
提
示
し
た
こ
と
に
よ
る
。
山
手
米

や
人
足
が
ど
の
範
囲
に
対
し
て
出
さ
れ
て

い
た
か
が
争
点
と
な
る
こ
と
で
争
論
の
対

象
地
域
も
拡
大
し
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
十
七
世
紀
末
か
ら
幕
末
に

か
け
て
、
直
接
の
用
益
権
が
関
わ
る
場
所

に
関
し
て
の
み
争
っ
て
い
た
も
の
が
、
直

接
の
用
益
権
を
含
む
山
一
体
に
関
し
て
争

う
よ
う
に
変
化
し
た
。
目
の
前
に
あ
る
草

や
柴
を
採
集
で
き
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
争

論
か
ら
、財
産
権
と
し
て
恒
久
的
な
「
所
有
」

と
い
う
問
題
が
意
識
さ
れ
た
争
論
へ
と
変

化
し
た
と
い
う
捉
え
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ⅱ
．
立
梅
用
水
と
入
会
争
論

　

十
七
世
紀
末
の
争
論
か
ら
約
百
三
十
年

の
時
を
経
て
争
論
が
再
発
し
た
こ
と
に
は
、

ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

争
論
に
関
し
て
や
り
取
り
さ
れ
た
史
料

を
み
る
と
、
こ
の
百
三
十
年
の
期
間
に
、

片
野
村
側
は
村
方
が
非
常
に
困
窮
し
、
肥

料
や
燃
料
を
求
め
て
入
会
地
に
訪
れ
る
余

裕
す
ら
な
い
時
期
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
だ

が
そ
の
後
、片
野
村
は
文
政
六
（
一
八
二
三
）

年
に
完
成
し
た
立
梅
用
水
か
ら
の
分
水
を

利
用
し
て
荒
地
を
起
こ
そ
う
と
考
え
、
そ

の
た
め
に
必
要
な
肥
料
を
求
め
て
入
会
地

へ
足
を
運
ぶ
。
し
か
し
、
片
野
村
と
上
出

江
村
が
入
会
地
で
あ
る
と
主
張
す
る
地
域

の
中
に
、
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
の
検

地
に
よ
っ
て
、
高
が
付
け
ら
れ
た
土
地
が

あ
る
と
し
、
朝
柄
村
は
片
野
村
の
入
会
を

拒
否
し
た
。
加
え
て
、
朝
柄
村
が
入
会
地

内
に
植
林
を
行
っ
た
こ
と
で
、
争
論
が
再

発
し
た
。

　

新
田
畑
の
開
発
や
用
水
確
保
の
た
め
に

開
削
さ
れ
た
立
梅
用
水
は
、
入
会
争
論
を

誘
発
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
面
も
持
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
こ
の
地

域
で
山
地
の
利
用
が
活
発
化
し
た
と
い
う

こ
と
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

明
治
維
新
後
の
地
租
改
正
に
よ
り
、
山

林
原
野
に
も
個
人
の
明
確
な
所
有
が
確
定

さ
れ
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
争
論
文

書
か
ら
み
た
山
林
に
つ
い
て
の
「
所
有
」

意
識
の
拡
大
に
鑑
み
る
に
、
地
租
改
正
に

よ
っ
て
農
民
ら
の
「
所
有
」
意
識
が
突
然

変
化
し
た
訳
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
の
間
に
、
明
治
維
新
後
の
土
地

制
度
の
変
革
を
受
け
入
れ
る
基
盤
が
、
農

村
社
会
の
中
で
出
来
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
つ
ち
だ 

あ
か
ね
）

人
文
社
会
科
学
研
究
科　

地
域
文
化
論
専
攻

歴
史
学

■明治18（1885）年に作成された入会山の絵図

江
戸
・
明
治
期
の
多
気
郡
勢
和
地
域
に
お
け
る
医
薬
業

雨
皿 

悠
佳

　
指
導
教
員　

塚
本 

明
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［
謝
辞
］

史
料
の
所
在
や
閲
覧
に
つ
い
て
、
多
気
町

郷
土
資
料
館
・
塩
谷
弘
子
さ
ん
の
御
高
配

を
得
ま
し
た
。

は
じ
め
に

　

野
呂
元
丈
（
一
六
九
四

−

一
七
六
一
）

は
伊
勢
国
多
気
群
波
多
瀬
村
（
現
在
の
多

気
町
波
多
瀬
）
に
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
中

期
に
活
躍
し
た
本
草
学
者
で
あ
る
。
元
丈

は
幕
府
の
国
産
薬
種
資
源
調
査
の
政
策
を

受
け
て
享
保
四
（
一
七
一
九
）
年
、
故
郷

を
離
れ
て
江
戸
に
出
た
後
、
採
薬
御
用
と

し
て
登
用
さ
れ
、
関
東
を
は
じ
め
と
し
て

中
部
、
北
陸
、
近
畿
な
ど
の
山
野
や
、
伊

豆
七
島
な
ど
の
離
島
を
実
際
に
歩
き
、
採

薬
調
査
に
励
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
八
代

将
軍
吉
宗
か
ら
命
を
受
け
、
青
木
昆
陽

（
一
六
九
八

−

一
七
六
九
）
と
と
も
に
オ
ラ

ン
ダ
書
籍
の
翻
訳
に
従
事
し
、『
阿
蘭
陀

本
草
和
解
』
を
著
し
た
。
こ
の
二
人
の
蘭

書
翻
訳
事
業
は
本
邦
に
お
け
る
蘭
学
の
嚆

矢
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
蘭
学

に
関
わ
る
人
物
と
し
て
一
般
に
そ
の
名
を

知
ら
れ
る
の
は
昆
陽
の
み
で
あ
り
、
元
丈

の
仕
事
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
野
呂
元
丈
は
本
草
学
、
蘭
学
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
な
し
た
の
だ

ろ
う
か
。『
阿
蘭
陀
本
草
和
解
』
を
手
が
か

り
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

Ⅰ　
本
草
学
者
と
し
て
の
野
呂
元
丈

　

本
草
学
と
は
、
本
来
、
自
然
界
に
存
在

し
て
い
る
動
植
物
の
種
類
や
効
能
を
実
際

に
採
取
、
調
査
し
、
そ
れ
が
人
々
の
病
気

の
治
療
や
日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
に
役
立

つ
か
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
人
々
の
生
活
に
身
近

な
実
学
で
あ
っ
た
。
古
く
は
中
国
で
発
展

し
、
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ

れ
た
そ
う
し
た
本
草
学
は
、
し
か
し
我
が

国
に
お
い
て
は
、
漢
名
と
日
本
名
と
を
対

応
さ
せ
、
伝
来
し
た
書
物
に
記
さ
れ
て
い

る
動
植
物
の
効
用
を
様
々
な
書
物
を
調
べ

な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
名
物
学
と

し
て
受
容
さ
れ
、
本
来
の
実
学
的
側
面
は

近
世
に
至
る
ま
で
長
く
省
み
ら
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

元
丈
は
こ
の
名
物
学
的
本
草
を
旨

と
し
て
い
た
稲
生

若
水
（
一
六
五
五

−

一
七
一
五
）
に
本
草
学

を
学
ん
だ
。
し
か
し
一

方
、
実
際
に
植
物
を
採

取
し
自
ら
調
べ
る
こ
と

が
己
の
身
の
修
身
に
つ

な
が
る
と
い
う
立
場

か
ら
著
さ
れ
た
貝
原

益
軒
の
『
大
和
本
草
』

（
一
七
〇
九
）
や
、
将

軍
吉
宗
の
国
産
推
奨

政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
実
学
を
尊
ぶ
気
質
、

ま
た
儒
学
者
伊
藤
仁
斎
の
門
人
で
あ
っ
た

並
河
天
民
に
、
単
に
経
学
を
修
め
る
だ
け

で
な
く
そ
の
知
識
を
経
世
済
民
の
た
め
に

利
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
儒
学
を
学
び
、

こ
れ
ら
の
実
学
を
旨
と
し
た
気
風
に
大
い

に
影
響
さ
れ
、
山
野
を
駆
け
巡
る
実
学
的

本
草
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
元
丈
は
名
物
学
的
な
学
か
ら
本
草

学
が
質
的
に
転
換
し
て
い
く
、
そ
の
過
渡

期
に
現
れ
た
、
初
期
の
実
学
的
本
草
学
者

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
Ⅱ　
『
阿
蘭
陀
本
草
和
解
』
と
そ
の
内
容

　

実
学
を
旨
と
し
た
元
丈
は
、
命
ぜ
ら
れ

た
蘭
書
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
も
そ
う
し
た

実
学
的
本
草
学
の
立
場
を
崩
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。
元
丈
は
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）

年
か
ら
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
ま
で
の

九
年
に
わ
た
り
、
ヨ
ン
ス
ト
ンJohannes 

Jonstone

（
一
六
三
九

−

七
五
）
の
『
動
物

図
説
』N

aeukeurige Beschryving van 

de N
atuur der V

iervoetige D
ieren

■『阿蘭陀本草和解』表紙

の
生
き
方
の
根
底
部
分
を
支
え
て
く
れ
る
地

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

元
丈
は
死
の
直
前
ま
で
高
橋
家
と
連
絡

を
と
っ
て
お
り
、
朝
鮮
人
参
の
代
用
品
で

あ
っ
た
栃
葉
人
参
の
送
付
を
依
頼
す
る
な

ど
、
深
く
濃
い
付
き
合
い
を
続
け
て
い
た

よ
う
だ
。
彼
の
死
後
も
、
高
橋
家
は
売
薬

業
の
従
事
者
を
生
み
だ
し
た
。
幕
末
期
に

は
、
元
丈
の
兄
の
玄
孫
に
あ
た
る
文
吾
と

い
う
者
が
医
者
と
な
り
、
上
茅
原
田
村
（
現

松
阪
市
）
に
お
い
て
種
痘
活
動
を
行
っ
て
、

こ
の
地
域
に
先
進
的
な
医
療
を
も
た
ら
し

た
。
元
丈
と
彼
に
続
く
人
び
と
は
地
元
の

医
薬
業
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
っ
た
の
だ
。

岡
山
友
清
と
岡
山
家
の
薬
業

　

幕
末
の
農
政
学
者
岡
山
友
清
は
、
製
薬
業

も
行
っ
て
い
た
。
友
清
は
朝
柄
村
に
居
住
し

て
い
た
が
、
五
里
（
約
二
〇
キ
ロ
）
離
れ
た

七
日
市
村
（
現
松
阪
市
飯
高
町
）
か
ら
薬
の

調
合
の
依
頼
状
を
送
っ
て
く
る
患
者
も
い

た
。
朝
柄
村
と
七
日
市
村
は
和
歌
山
街
道
に

よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
お
り
、
友
清
の
薬
の
評

判
が
街
道
を
通
じ
て
広
ま
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

友
清
は
富
士
山
山
岳
宗
教
「
不
二
道
」

の
信
者
で
あ
り
、「
伊
勢
錦
」と
い
う
稲
の

品
種
を
発
明
し
た
農
政
学
者
で
も
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
友
清
の
活
動
と
製
薬
業
と
の
関

連
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
も
残
っ
て
い
る
。

「
不
二
道
」
仲
間
で
あ
る
近
江
国
平
子
村
の

山
北
嘉
兵
衛
と
い
う
人
物
は
友
清
の「
わ
す

れ
薬
」
を
持
参
し
て
旅
を
し
て
い
た
し
、「
伊

勢
錦
」
の
普
及
に
尽
力
し
た
大
和
国
の
豪

農
・
中
村
直
三
も
、
友
清
の
薬
を
服
用
し

て
体
調
が
回
復
し
た
旨
を
伝
え
る
書
状
を
、

友
清
に
送
っ
た
。

　

友
清
が
基
礎
を
築
い
た
岡
山
家
の
薬
業

は
、
彼
の
薬
と
と
も
に
子
孫
へ
と
受
け
継
が

れ
、昭
和
前
期
ま
で
続
い
た
。
明
治
期
に
は
、

岡
山
家
は
大
阪
や
奈
良
、
和
歌
山
、
東
京
な

ど
、
遠
方
の
薬
屋
と
の
取
引
を
行
い
、
薬
を

流
通
さ
せ
て
い
た
。
江
戸
時
代
以
来
、
全
国

の
薬
流
通
の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
阪
の
道
修

町
付
近
に
所
在
し
た
薬
屋
と
の
交
流
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
明
治
十
年
こ
ろ
に
は
朝
柄
・
古

江
地
区
に
は
少
な
く
と
も
十
軒
以
上
の
薬
屋

が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
岡
山
家
と
同
様
、

奈
良
や
徳
島
な
ど
遠
方
と
交
流
し
て
い
た
。

三
重
県
域
で
も
三
重
郡
や
答
志
郡
な
ど
、
日

常
交
易
圏
を
大
き
く
越
え
た
地
域
と
の
取
引

を
行
っ
て
お
り
、
当
時
の
薬
屋
は
広
域
的
な

販
売
網
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

岡
山
家
は
朝
柄
村
に
お
い
て
大
規
模
な
薬

業
を
行
い
、
こ
の
地
域
を
代
表
す
る
薬
屋
へ

と
発
展
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
岡
山
家
を
含

む
勢
和
地
域
の
薬
屋
は
、
周
辺
地
域
だ
け
に

限
ら
な
い
広
域
な
商
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

お
わ
り
に

　

勢
和
地
域
は
江
戸
時
代
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
お
い
て
先
進
的
な
医
療
関
係
者
を

育
ん
で
き
た
。
野
呂
元
丈
は
江
戸
幕
府
に
雇

わ
れ
た
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
故
郷
の
波
多
瀬
村
に
お
い
て
も
薬
草

に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

江
戸
移
住
後
も
元
丈
が
故
郷
と
精
神
的
に
つ

な
が
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
元
丈

が
こ
の
地
域
の
薬
業
の
展
開
に
一
定
の
影
響

を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
か

ら
明
治
期
の
薬
業
に
つ
い
て
は
、
岡
山
友
清

が
製
薬
を
行
い
、
彼
の
後
も
岡
山
家
が
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
と
連
携
し
て
薬
業
を
行
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、岡
山
家
を
含
む
勢
和
の
薬
屋
は

広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
通
じ
て
、
各

地
へ
商
品
を
流
通
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

野
呂
元
丈
お
よ
び
高
橋
家
と
、
岡
山
家
と

の
間
に
直
接
的
な
接
点
は
な
い
が
、
こ
れ
ら

は
全
く
別
個
の
現
象
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
。
彼
ら
は
同
じ
勢
和
地
域
内

で
共
に
医
薬
業
に
関
わ
り
、
こ
の
地
域
を
支

え
て
き
た
医
療
従
事
者
た
ち
な
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
背
景
に
は
勢
和
地
域
が
も
つ
豊
か
な

自
然
相
と
、
時
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
た

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

（
あ
め
さ
ら 

は
る
か
）

人
文
社
会
科
学
研
究
科 

地
域
文
化
論
専
攻 

歴
史
学 ■勢和の薬屋が取引を行った様子が示される史料（岡山家文書）

近
世
本
草
学
・
蘭
学
に
お
け
る
野
呂
元
丈

　
――『
阿
蘭
陀
本
草
和
解
』を
手
が
か
り
と
し
て

杉
山 

真
衣
子

　
指
導
教
員　

遠
山 

敦
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本
書
は
、
文
芸
と
歴
史
の
両
面
か
ら
忍

者
を
論
じ
て
お
り
、
対
談
の
和
田
竜
先
生
・

川
上
仁
一
先
生
も
含
め
て
全
部
で
十
七
人

が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
文
学
・
史
学
の

両
方
、
そ
し
て
国
際
色
豊
か
な
執
筆
陣
で

す
が
、
内
容
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
ど
お
り
、

小
説
・
芸
能
・
映
画
・
漫
画
な
ど
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
の
な
か
の
忍
者
像
に
関
す
る
論
考
・
資

料
が
多
い
で
す
。
従
来
の
忍
者
研
究
は
歴

史
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

の
忍
者
は
「
世
間
に
蔓は
び
こ延
る
妄
説
」
と
し

て
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
人
文

学
部
が
忍
者
研
究
を
開
始
し
て
わ
か
っ
た

の
は
、
忍
者
研
究
は
歴
史
研
究
と
忍
者
像

（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
研
究
の
両
輪
で
な
い
と
、

ま
っ
す
ぐ
前
に
進
ま
な
い
こ
と
で
す
。
虚

構
で
あ
る
忍
者
像
で
も
史
実
を
も
と
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
史
実
が
書
か

れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
き
記
録
も
実
際
に
は

忍
者
像
の
影
響
を
う
け
て
作
ら
れ
た
例
を

み
ま
す
。
両
方
を
見
な
け
れ
ば
、
研
究
に

な
ら
な
い
の
で
す
。

　

本
と
し
て
は
、
版
元
の
笠
間
書
院
の
お

か
げ
で
税
別
1
8
0
0
円
と
、
と
て
も
安

く
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
刷

の
2
3
0
0
部
を
売
り
切
っ
て
、
二
刷

1
5
0
0
部
を
出
せ
た
の
も
望
外
の
喜
び

で
し
た
。
私
自
身
、
編
著
を
出
す
の
は
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。
出
版
社
と
の
あ
ま

た
の
や
り
と
り
、
資
料
の
必
要
な
方
へ
の

提
供
、
な
か
な
か
原
稿
を
書
か
な
い
方
へ

の
催
促
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
大
変
で
し
て

「
同
じ
よ
う
に
原
稿
を
書
い
て
い
る
だ
け
な

の
に
、
編
者
は
本
の
表
紙
に
名
前
が
出
て

羨
ま
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
の
は
大
間
違

い
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
自
分
一
人
で
は

何
年
も
か
け
な
い
と
熟
知
で
き
な
い
内
容

で
も
、
分
担
す
れ
ば
短
期
間
で
論
考
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
が
編
著
の
醍
醐
味
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
「
人
々
が
愛
し
て
き
た

そ
の
姿
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
の
忍
者
）

こ
そ
本
当
の
忍
者
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の
は
、勇
み
足
で
、

二
刷
を
出
す
と
き
に
書
き
直
す
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
作
家
の
荒
山
徹
先
生

が
『
週
刊
読
書
人
』（
2
0
1
4
年
7
月
4

日
号
）
の
書
評
で
、
こ
の
箇
所
に
「
ま
さ
に

同
感
！
」
と
評
価
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

直
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
の
忍
者
研
究
は
い

よ
い
よ
発
展
し
、
次
の
忍
者
研
究
書
の
出
版

計
画
も
進
ん
で
い
ま
す
。
続
々
と
進
む
忍
者

研
究
の
な
か
で
、
こ
の
小
さ
な
本
が
忍
者
文

芸
研
究
の
大
き
な
一
歩
と
し
て
語
ら
れ
る
日

が
来
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

（
よ
し
ま
る 

か
つ
や
）

（
一
六
六
〇
）
と
ド
ド
ネ
ウ
スR

em
bert 

D
odonaeus

（
一
五
一
六

−

八
五
）
の
『
草

木
誌
』H

erbarius oft C
rvydtboeck

（
一
六
一
八
）
の
抄
訳
に
あ
た
っ
た
が
、
そ

の
翻
訳
作
業
は
、『
動
物
図
説
』
に
つ
い
て

は
一
年
で
『
阿
蘭
陀
禽
獣
虫
魚
図
和
解
』

と
し
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

『
草
木
誌
』
に
つ
い
て
は
、
長
崎
通
史
ら
の

協
力
を
得
な
が
ら
以
降
の
八
年
で
『
阿
蘭

陀
本
草
和
解
』
と
し
て
完
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
二
冊
は

幕
府
に
献
上
さ
れ
た
後
書
庫
に
納
め
ら
れ

た
た
め
に
、
そ
の
内
容
は
公
に
な
ら
ず
、

原
書
で
あ
る
『
動
物
図
説
』『
草
木
誌
』
を

広
く
一
般
に
紹
介
す
る
契
機
と
な
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
元
丈
の
蘭

書
翻
訳
の
仕
事
は
世
間
一
般
に
蘭
学
を
押

し
広
め
る
結
果
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
西

洋
本
草
書
の
ま
と
ま
っ
た
邦
訳
の
最
初
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
我
が
国
の

蘭
学
史
上
に
そ
の
第
一
歩

を
刻
む
、
記
念
碑
的
地
位

を
も
つ
業
績
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

　

当
初
、
元
丈
は
『
動
物

図
説
』
の
翻
訳
を
命
ぜ
ら

れ
た
が
、
そ
こ
に
薬
用
や

効
用
に
関
す
る
記
述
が
な

く
、
実
用
性
が
低
い
こ
と

を
知
る
と
わ
ず
か
一
年
で

こ
れ
を
放
擲
し
て
し
ま

い
、以
後
は
ひ
た
す
ら
『
草

木
誌
』
の
翻
訳
に
向
か
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　
『
草
木
誌
』
は
二
千
種

以
上
の
植
物
を
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
順
に
排
列
し
、
名

称
、形
状
、産
地
、開
花
期
、

性
質
や
薬
効
を
記
述
し
、

植
物
の
形
態
や
効
用
を
解

説
す
る
た
め
に
花
や
根
な
ど
も
細
密
に
描

い
た
図
を
載
せ
た
非
常
に
優
れ
た
薬
用
植

物
誌
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
か
ら
元
丈
が
選

び
出
し
た
植
物
は
僅
か
に
一
一
九
種
で
あ

る
が
、
そ
の
内
容
は
、
日
本
に
存
在
し
な

い
外
来
種
を
特
別
に
選
出
す
る
と
い
う
方

法
で
は
な
く
、
ス
ミ
レ
や
ゴ
マ
を
初
め
と

し
た
日
本
に
も
自
生
す
る
一
般
的
に
も
知

名
度
が
高
く
有
用
な
植
物
を
中
心
と
し
て

お
り
、
そ
の
記
述
も
オ
ラ
ン
ダ
語
名
と
対

応
す
る
漢
名
や
和
名
を
併
記
し
、
図
を
省

い
て
効
能
を
箇
条
書
き
で
記
し
た
簡
潔
な

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
十
数
種
選
ば
れ

た
外
来
植
物
も
、「
ノ
ー
ト
ム
ス
カ
ア
ト
（
ナ

ツ
メ
グ
）」「
カ
ネ
ー
ル（
シ
ナ
モ
ン
）」な
ど
、

当
時
す
で
に
そ
の
効
用
が
知
ら
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
、
そ
の
抄
訳
の
採
用
基
準
は
、

知
名
度
が
有
り
、
そ
の
効
能
が
有
用
な
も

の
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

元
丈
の
目
的
が
厳
密
に
蘭
書
を
翻
訳
す

る
こ
と
に
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た

翻
訳
の
あ
り
方
か
ら
窺
い
知
れ
る
で
あ
ろ

う
。
元
丈
は
『
動
物
図
説
』
や
『
草
木
誌
』

を
西
洋
の
異
質
な
学
問
と
し
て
捉
え
、
そ

れ
を
忠
実
に
写
し
取
ろ
う
と
試
み
た
の
で

は
な
く
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
実
学
的
本

草
に
合
致
す
る
部
分
を
そ
こ
か
ら
適
宜
抜

き
出
し
、
そ
の
有
用
な
も
の
を
記
録
し
よ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

野
呂
元
丈
が
現
れ
る
以
前
の
日
本
本
草

学
は
、
実
際
に
周
囲
の
動
植
物
を
観
察
し
、

調
査
す
る
と
い
う
実
学
的
側
面
が
な
お
ざ

り
に
さ
れ
、
あ
く
ま
で
机
上
で
書
物
か
ら

得
ら
れ
る
知
識
を
重
ん
じ
る
と
い
う
名
物

学
的
色
彩
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』

や
当
時
の
幕
府
の
政
策
な
ど
の
様
々
な
要

因
が
、
実
学
を
重
ん
じ
る
と
い
う
元
来
の

本
草
学
に
立
ち
戻
る
気
風
を
生
み
出
し
、

そ
こ
に
元
丈
の
よ
う
な
実
学
的
本
草
家
が

生
ま
れ
る
素
地
が
作
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

元
丈
の
『
阿
蘭
陀
本
草
和
解
』
は
蘭
学

受
容
の
嚆
矢
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
け
る

最
初
の
ま
と
ま
っ
た
西
洋
本
草
書
の
翻
訳

書
で
あ
る
と
い
う
点
で
画
期
的
業
績
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ま
た
、
元
丈
は
必

ず
し
も
蘭
書
か
ら
全
く
異
な
っ
た
学
問
的

知
見
を
汲
み
取
ろ
う
と
し
た
訳
で
は
な
く
、

そ
れ
を
自
ら
の
知
る
実
学
的
本
草
の
延
長

線
上
の
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
試
み
た

の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
※
写
真
は
と
も
に
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
富
士
川
文
庫
所
蔵
本
［
複
写
］）

（
す
ぎ
や
ま 

ま
い
こ
）

人
文
社
会
科
学
研
究
科　

地
域
文
化
論
専
攻

日
本
思
想

■
日
陰
ノ
葛
ラ
、胡
麻
に
関
す
る
記
述

新
刊
自
著
を

語
る

人文学部 准教授

笠間書院　２０１４年発行吉丸雄哉・山田雄司・尾西康充編

吉丸 雄哉

忍者文芸研究読本

日本近世文学

27 Vol.16 26



新刊自著を語る

四
国
遍
路
を
捉
え
直
す

世
界
に
誇
る
べ
き
四
国
遍
路
？

　

昨
年
は
弘
法
大
師
空
海
に
よ
る
四
国
遍
路

開
創
一
二
〇
〇
年
に
当
た
り
、
四
国
四
県
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。
四

国
遍
路
と
は
四
国
に
あ
る
八
八
の
寺
院
を

廻
る
巡
礼
で
あ
り
、
全
長
一
四
〇
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
歩
く
と
四
〇
日
以
上
を
要
す
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
こ
の
四
国
遍
路

の
巡
礼
路
「
遍
路
道
」
と
そ
の
周
辺
地
域
の

文
化
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
運
動
が
始
ま
っ

た
。
そ
こ
で
は
四
国
遍
路
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
「
地
域
文
化
」
は
、
長
い
歴
史
を
超

え
て
継
承
さ
れ
て
き
た
四
国
が
世
界
に
誇
る

生
き
た
文
化
遺
産
だ
と
言
祝
が
れ
る
。

あ
や
ふ
や
な「
事
実
」

　

し
か
し
、
四
国
遍
路
の
歴
史
を
仔
細
に

見
て
み
る
と
、
そ
の
よ
う
な
単
純
な
物
語

に
収
ま
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
も
そ

も
弘
法
大
師
空
海
が
四
国
遍
路
を
作
っ
た

と
い
う
説
を
歴
史
的
に
裏
付
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
空
海
開
創
説
が
四
国
遍
路
の

案
内
記
に
公
式
に
記
載
さ
れ
る
の
は
明
治

時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
真
言
密
教

と
四
国
遍
路
と
の
関
わ
り
が
明
示
さ
れ
る

の
は
一
九
世
紀
で
あ
る
。
い
つ
四
国
遍
路

が
で
き
た
の
か
、
い
つ
か
ら
白
装
束
が
巡

礼
の
衣
装
に
な
っ
た
の
か
な
ど
も
不
明
で

あ
り
、
つ
ま
り
四
国
遍
路
に
は
分
か
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
。
そ
れ
は
近
代
の
産
物
で

あ
る
と
す
ら
言
え
る
。

弘
法
大
師
信
仰
に
基
づ

い
て
全
八
八
ヶ
所
、
全

長
一
四
〇
〇
キ
ロ
を
巡

る
、
と
い
う
こ
と
だ
け

が
四
国
遍
路
で
あ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
四
国

内
、
四
国
近
辺
の
村
で

は
、
成
人
儀
礼
と
し
て

若
者
た
ち
が
八
八
ヶ
所

を
訪
れ
る
旅
に
出
た
し
、

春
秋
の
農
閑
期
に
は
村

周
辺
の
い
く
つ
か
の
寺

院
を
訪
れ
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
。

社
会
的
諸
関
係
の
な
か
の

四
国
遍
路

　

四
国
遍
路
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
運
動

で
は
、
巡
礼
者
を
も
て
な
す
こ
と
で
巡
礼

を
長
く
支
え
て
き
た
「
お
接
待
」
と
い
う

習
俗
が
、
世
界
に
誇
る
べ
き
四
国
全
体
の

地
域
文
化
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
四
国
は

巡
礼
者
た
ち
を
決
し
て
い
つ
も
暖
か
く
も

て
な
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
巡
礼
者

は
多
く
の
貧
困
者
、
行
乞
者
、
病
者
が
含

ま
れ
て
い
た
た
め
、
藩
内
に
立
ち
入
る
こ

と
を
制
限
し
た
り
、
巡
礼
者
た
ち
を
差
別

し
た
り
も
し
た
。

　

四
国
遍
路
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
運
動

で
強
調
さ
れ
る
遍
路
道
も
自
明
の
も
の
で

は
な
い
。
遍
路
道
は
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
き
た
し
、
遍
路
道
を
歩
く
代
わ
り
に
、

公
共
交
通
機
関
を
可
能
な
限
り
利
用
す
る
、

楽
で
楽
し
い
巡
礼
が
近
代
以
降
に
登
場
し

た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
末
よ
り
東

京
を
中
心
に
活
動
し
た
遍
路
同
行
会
と
い

う
団
体
は
、
近
代
化
し
た
巡
礼
を
批
判
し
、

徒
歩
に
よ
る
修
行
と
し
て
の
巡
礼
を
正
統

な
も
の
と
主
張
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦

中
は
、
強
い
心
身
を
持
つ
国
民
を
作
る
手

段
と
し
て
徒
歩
巡
礼
を
要
請
し
た
。
遍
路

道
は
こ
う
し
た
政
治
的
、
経
済
的
諸
関
係

の
舞
台
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
当
た
り
前
」を
問
い
続
け
る

　

本
書
は
四
国
遍
路
が
歩
ん
で
き
た
い
く

つ
も
の
ね
じ
れ
た
足
取
り
を
追
う
。
そ
れ

は
「
美
し
い
」
物
語
を
批
判
す
る
た
め
で

あ
り
、
四
国
遍
路
の
歩
み
を
誹
謗
す
る
も

の
で
は
な
い
。
当
た
り
前
に
見
え
る
表
層

を
一
枚
剥
ぐ
こ
と
で
見
え
て
く
る
い
く
つ

も
の
物
語
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
真
の

意
味
で
四
国
遍
路
を
深
く
理
解
す
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
が
人
文

学
を
学
ぶ
意
義
だ
と
思
う
。（

も
り 

ま
さ
と
）

　

二
〇
一
四
年
秋
、
国
連
総
会
（
第
三
委

員
会
）
は
北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
関
す

る
調
査
報
告
を
受
け
、
北
朝
鮮
の
事
態

を
国
際
刑
事
裁
判
所
（International 

C
rim
inal C

ourt, 

I
C
C
）
に
付
託
す

る
よ
う
促
す
報
告
書
を
安
全
保
障
理
事
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
の
国

際
刑
事
裁
判
所
（
I
C
C
）
と
は
、
個
人

を
処
罰
す
る
た
め
の
国
際
機
関
（
国
際
裁

判
所
）
で
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日

の
後
に
起
こ
り
う
る
「
国
際
社
会
全
体
の

関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
」（
国

際
刑
事
裁
判
所
規
程
（
ロ
ー
マ
規
程
）
前

文
）
に
つ
い
て
管
轄
権
を
持
つ
。
国
際
社

会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯

罪
と
は
、
集
団
殺
害
犯
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
）、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
、
戦
争
犯
罪
、

侵
略
犯
罪
で
あ
る
（
ロ
ー
マ
規
程
第
五

条
）。

　

I
C
C
は
史
上
初
め
て
多
数
国
間
条
約

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
、
い
わ
ば
国
際

社
会
の
刑
事
裁
判
所
で
あ
る
。
個
人
の
刑

事
責
任
を
国
内
法
で
は
な
く
国
際
法
に
基

づ
い
て
追
及
す
る
と
い
う
実
行
は
ド
イ
ツ

と
日
本
の
戦
争
指
導
者
を
処
罰
し
た
国
際

軍
事
裁
判
に
お
い
て
初
め
て
行
わ
れ
、
冷

戦
後
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
お
け
る
戦

争
犯
罪
な
ど
に
関
し
て
も
行
わ
れ
て
き
た

（
ユ
ー
ゴ
国
際
刑
事
裁
判
所
、
I
C
T
Y
）。

た
だ
し
前
者
は
軍
事
裁
判
の
特
徴
を
強
く

帯
び
て
お
り
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
も
国

連
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
基
づ
く

特
設
裁
判
所
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
I
C
C
は
ロ
ー
マ
規

程
が
規
定
す
る
一
定
の

条
件
を
充
た
せ
ば
、
世

界
の
ど
こ
で
行
わ
れ
た

か
を
問
わ
ず
、
上
述
の

重
大
な
国
際
法
上
の
犯

罪
に
関
し
て
刑
事
手
続

を
開
始
で
き
る
。
さ
ら

に
I
C
C
の
特
徴
と
し

て
国
家
の
指
導
的
立
場

に
あ
る
者
に
つ
い
て
も

（
刑
事
手
続
か
ら
の
）
免

除
を
認
め
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る

（
ロ
ー
マ
規
程
第
二
十
七
条
）。
I
C
C
が

事
項
的
管
轄
権
の
対
象
と
す
る
よ
う
な
犯

罪
は
、
大
規
模
か
つ
組
織
的
に
行
わ
れ
る

の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
指
導
的
立
場
の
者

の
関
与
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
立

場
に
あ
る
場
合
、
自
国
の
司
法
制
度
で
は

刑
事
免
責
を
認
め
ら
れ
て
い
た
り
、
そ
も

そ
も
正
当
な
行
為
で
あ
る
と
し
て
違
法
性

す
ら
否
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
ロ
ー
マ
規
程
で

免
除
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
は
国
際
社
会
の

I
C
C
へ
の
期
待
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
日
本
は
有
事
法
制
の
問
題
な

ど
も
あ
り
、
I
C
C
へ
の
加
入
に
は
お

よ
そ
十
年
も
の
議
論
を
必
要
と
し
た
が
、

二
〇
〇
七
年
に
加
入
を
果
た
し
現
在
で
は

最
大
の
分
担
金
拠
出
国
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
日
本
が
I
C
C
に
加
入
す
る
際
に
、

そ
の
総
合
的
理
解
を
目
的
と
し
て
国
際
刑

事
法
の
研
究
者
の
ほ
か
日
本
の
ロ
ー
マ
規

程
の
批
准
（
加
入
）
に
尽
力
し
た
政
府
関

係
者
な
ど
に
お
願
い
し
た
初
版（
二
〇
〇
八

年
）
を
改
訂
し
た
第
二
版
で
あ
る
。
私
自

身
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
侵
略
犯
罪
特
別
作

業
部
会
に
日
本
政
府
代
表
団
の
一
員
と
し

て
参
加
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
上
智
大
学

大
学
院
の
恩
師
と
と
も
に
共
編
者
と
な

る
貴
重
な
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
日
本

が
I
C
C
に
加
入
し
て
か
ら
の
六
年
間

は
、
実
際
に
I
C
C
が
本
格
的
に
活
動
を

始
め
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
多
く

の
新
し
い
問
題
を
踏
ま
え
て
、
初
版
の
内

容
を
発
展
さ
せ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
犯

罪
の
捜
査
に
必
要
な
警
察
・
検
察
と
い
っ

た
独
自
の
機
関
を
持
た
な
い
う
え
、
関
係

国
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
、
現
在
の

I
C
C
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

国
際
社
会
に
お
け
る
法
の
支
配
を
支
え
る

国
際
機
関
と
し
て
一
層
成
長
す
る
た
め
に
、

資
金
面
だ
け
で
は
な
く
理
論
面
か
ら
も
日

本
は
支
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
本
書
も

そ
う
し
た
努
力
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

（
こ
う 

け
い
こ
）
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際
は
、
戦
国
時
代
の
記
録
類
に
「
し
の
び
」

の
様
子
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
情
報
を

得
る
た
め
に
活
動
し
、
堀
を
越
え
て
敵
城

に
侵
入
し
、
撹
乱
や
放
火
を
し
た
り
し
て

い
た
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
江
戸
時
代
に
な
る
と
「
し
の
び
」

の
職
能
は
大
き
く
変
化
す
る
。
忍
術
は
中

世
に
大
寺
院
で
発
達
し
た
兵
法
を
受
け
継

い
だ
も
の
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
兵
法
が

兵
学
と
し
て
幕
府
と
密
接
に
結
び
つ
い
た

学
問
に
な
っ
て
い
く
と
、
切
り
離
さ
れ
た

部
分
が
民
間
に
お
い
て
忍
術
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
印
を
結
ん
で
呪
文
を
唱
え
る
と
ド
ロ

ン
と
消
え
る
忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
決
し

て
荒
唐
無
稽
で
は
な
く
、
中
世
の
戦
い
で

の
あ
り
方
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

十
七
世
紀
中
葉
に
刊
行
さ
れ
た
小
笠
原

昨
雲
に
よ
る
軍
学
書
『
軍
法
侍
用
集
』
に

よ
れ
ば
、「
し
の
び
」
の
中
で
も
、
伊
賀
・

甲
賀
衆
が
と
り
た
て
て
優
れ
て
い
る
た
め
、

諸
大
名
が
抱
え
て
い
る
と
い
う
。
以
降
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
「
伊
賀
者
」
の
名
称

は
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治

以
降
に
な
る
と
何
度
か
忍
者
ブ
ー
ム
が
巻

き
起
こ
る
が
、「
伊
賀
忍
者
」
を
世
に
広
め

る
の
に
功
績
が
あ
っ
た
の
は
、
上
野
市
長

だ
っ
た
奥
瀬
平
七
郎
で
あ
る
。
地
元
だ
け

で
な
く
日
本
に
と
っ
て
忍
者
は
重
要
な
観

光
資
源
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
学
術
面
か
ら

さ
さ
え
る
べ
く
、
今
後
も
努
力
し
て
い
き

た
い
。　
　
　
　
　
　

（
や
ま
だ 

ゆ
う
じ
）■バレンシア大学講座

■上野城

　

二
〇
一
二
年
六
月
、
三
重
大
学
、
上
野

商
工
会
議
所
及
び
伊
賀
市
が
連
携
し
て
、

教
育
・
文
化
・
研
究
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
振
興
上
の
諸
課
題
等
に
適
切

に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
重
大
学
に

お
け
る
教
育
・
研
究
を
推
進
し
、
か
つ
伊

賀
地
域
の
充
実
・
発
展
に
貢
献
す
る
た
め

に
、
上
野
商
工
会
議
所
の
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
内
に
「
三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー

ル
ド
」
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
取
り

組
み
は
主
と
し
て
二
つ
あ
り
、
一
つ
が
伊

賀
市
の
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
、

も
う
一
つ
が
忍
者
文
化
に
着
目
し
た
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

忍
者
は
ア
ニ
メ
な
ど
と
と
も
に

N
i
n
j
a
と
し
て
世
界
中
に
広
ま
り
、

日
本
文
化
の
一
つ
と
し
て
多
く
の
人
々
を

引
き
つ
け
、
伊
賀
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観

光
客
も
こ
こ
数
年
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
と
し
て

の
側
面
が
強
く
、
忍
者
の
実
態
は
何
で
あ

る
の
か
学
術
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
大
学
が
関
わ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
忍
者
を
根
本
か
ら
学
術
的
に
研
究
し

よ
う
と
、
伊
賀
流
忍
者
博
物
館
所
蔵
の
忍

術
書
の
写
真
撮
影
な
ど
を
行
い
、
そ
の
調

査
に
基
づ
い
た
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
忍
者
は
記
録
を
残

さ
な
い
こ
と
か
ら
、
忍
者
の
学
術
的
研
究

は
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
実

■伊賀流忍者博物館の外観

■甲州流忍法伝書老談集

伊
賀
忍
者

山
田 

雄
司

人
文
学
部 

教
授

日
本
史

三
重
の

歴
史
と

風
景
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教員　エッセイ

べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
採
用
時
（
と

り
わ
け
新
卒
時
の
正
社
員
採
用
時
）
に
労
働

条
件
に
つ
い
て
交
渉
す
る
の
は
、
日
本
で
は

あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。
個
々
の
労
働
契
約
の

代
わ
り
に
勤
務
時
間
や
配
置
、
賃
金
な
ど
を

定
め
て
い
る
の
は
、「
就
業
規
則
」
で
あ
る
。

就
業
規
則
は
使
用
者
が
作
成
す
る
各
企
業
内

で
の
雇
用
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
日
本
の
裁
判

所
は
、
こ
の
就
業
規
則
を
約
款
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
位
置
付
け
、
労
働
者
が
あ
る
企
業

と
労
働
契
約
を
締
結
す
る
＝
そ
の
企
業
の
就

業
規
則
の
内
容
が
労
働
契
約
の
内
容
に
な
る

と
い
う
判
断
を
示
し
て
き
た
。
就
業
規
則
に

転
勤
や
残
業
、
休
日
出
勤
を
命
じ
る
使
用
者

の
権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
れ
ば
、
労
働
者
は

特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
命
令
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
命
令
の
拒
否
は
懲

戒
処
分
の
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
つ
で

も
使
用
者
た
る
会
社
の
求
め
に
応
じ
て
労
務

を
提
供
で
き
る
人
で
な
け
れ
ば
、
正
社
員
は

務
ま
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
会
社

の
様
々
な
命
令
に
い
つ
で
も
応
じ
る
に
は
、

ま
ず
本
人
が
障
害
も
病
気
も
な
い
状
態
で
あ

り
、
育
児
や
介
護
、
看
病
な
ど
の
家
族
の
ケ

ア
も
自
ら
行
う
必
要
が
な
い
と
い
う
条
件
が

整
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
職
場
外
の
社

会
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
厭
っ
て
は
い

ら
れ
な
い
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
正
社
員
的
な
働
き
方
は

誰
で
も
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ

ハ
ー
ド
ル
の
高
い
働
き
方
の
よ
う
に
も
思
え

る
。
核
家
族
で
共
働
き
の
家
庭
は
子
ど
も
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
人
が
限
ら
れ
る
。
結
婚

し
て
い
な
い
人
は
親
の
介
護
を
配
偶
者
に
頼

ん
で
単
身
赴
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

と
え
ば
二
日
に
一
度
人
工
透
析
を
受
け
る
な

ど
、
日
常
的
に
通
院
が
必
要
な
人
は
健
康
な

人
の
よ
う
に
は
働
け
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
情

で
正
社
員
的
な
働
き
方
が
で
き
な
い
か
ら
、

や
む
を
得
ず
非
正
規
雇
用
を
選
択
し
て
い
る

人
も
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

正
社
員
の
働
き
方
が
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で

は
、「
す
べ
て
の
雇
用
を
正
社
員
で
」
と
い

う
解
決
法
は
労
働
者
の
視
点
か
ら
見
て
も
現

実
的
で
は
な
い
。

正
社
員
の
働
き
方
の

多
様
化
と
非
正
規

　

最
近
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
や
人
材
の
定
着

な
ど
の
目
的
で
、
正
社
員
の
働
き
方
の
柔
軟

化
・
多
様
化
を
進
め
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

短
時
間
勤
務
や
在
宅
勤
務
、
勤
務
地
の
限
定

や
回
数
制
限
は
あ
る
が
転
勤
を
断
る
権
利
な

ど
、
様
々
な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
正
社
員
の
働
き
方
の

変
化
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
一
方

で
正
規
労
働
者
と
非
正
規
労
働
者
と
の
格
差

の
問
題
の
本
質
を
あ
ぶ
り
だ
す
も
の
で
も
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
正
社
員

の
待
遇
が
非
正
規
よ
り
高
い
の
は
、
正
社
員

が
重
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
見
返
り
だ
、
と

い
う
説
明
が
よ
く
な
さ
れ
て
き
た
。「
重
い

義
務
」
の
内
容
の
不
明
瞭
さ
は
ぬ
ぐ
え
な
い

が
、
転
勤
な
ど
の
な
い
パ
ー
ト
労
働
者
や
派

遣
労
働
者
の
義
務
は
軽
い
か
ら
賃
金
も
低
く

て
も
仕
方
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し

か
し
、
正
社
員
の
働
き
方
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
増
え
、
比
較
的
負
担
の
軽
い
正
社
員
が

増
加
し
て
い
く
と
、
正
規
労
働
者
と
非
正
規

労
働
者
と
の
働
き
方
の
内
容
の
相
違
は
小
さ

く
な
る
。
も
し
、
そ
れ
で
も
「
正
規
」「
非

正
規
」
と
い
う
線
引
き
で
差
異
が
存
在
し
て

い
る
場
合
、
い
く
ら
法
は
企
業
の
経
営
に
口

を
挟
ま
な
い
と
い
っ
て
も
、
法
的
に
許
容
し

う
る
も
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
う
る
。
差
異

の
理
由
は
何
な
の
か
現
在
よ
り
も
厳
密
に
考

え
る
必
要
も
、
許
容
し
う
る
差
異
か
否
か
の

明
確
な
判
断
基
準
の
必
要
も
生
じ
る
だ
ろ

う
。
労
働
法
学
が
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
は
山
積
み
で
あ
る
。（

ふ
じ
も
と 

ま
り
）

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
二
〇
一
四

年
十
二
月
上
旬
、
衆
議
院
議
員
選
挙
の
選
挙

期
間
中
で
あ
る
。
窓
の
外
で
は
立
候
補
者
や

政
党
が
選
挙
カ
ー
か
ら
政
策
を
訴
え
、
テ
レ

ビ
で
は
政
見
放
送
が
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
て

い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
批

判
す
る
側
が
た
び
た
び
口
に
す
る
の
は
、「
格

差
の
是
正
」
と
か
、「
弱
い
立
場
の
人
た
ち
の

生
活
を
守
る
」
と
か
と
い
っ
た
主
張
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、誰
と
誰
の
「
格
差
」
で
あ
り
、

誰
が「
弱
い
立
場
の
人
た
ち
」な
の
か
？「
格

差
」
が
語
ら
れ
る
時
は
、
二
〇
〇
八
年
末

の
「
年
越
し
派
遣
村
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
非

正
規
労
働
者
と
正
社
員
と
し
て
働
く
労
働
者

と
の
間
に
見
ら
れ
る
賃
金
や
雇
用
の
安
定
性

の
差
を
指
す
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
非
正

規
労
働
者
は
賃
金
水
準
が
正
社
員
に
比
べ
て

低
い
。
ほ
と
ん
ど
は
数
か
月
単
位
と
比
較
的

短
期
の
有
期
労
働
契
約
を
締
結
し
て
い
る
た

め
、
契
約
満
了
を
理
由
と
す
る
失
職
の
危
険

に
た
び
た
び
さ
ら
さ
れ
る
。
年
金
制
度
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
保
障
上
の
扱
い
も
正
社
員

の
そ
れ
ほ
ど
充
実
し
て
い
な
い
こ
と
が
少
な

く
な
い
。
多
く
の
非
正
規
労
働
者
は
「
弱
い

立
場
の
人
た
ち
」
で
あ
り
、
格
差
社
会
の
象

徴
で
も
あ
る
。

　

で
は
、
格
差
を
ど
う
解
消
す
る
か
。
よ
く

主
張
さ
れ
る
解
決
策
の
一
つ
に
非
正
規
労
働

の
原
則
禁
止
や
正
規
雇
用
へ
の
転
換
が
あ

る
。
今
の
日
本
の
労
働
法
で
は
、
労
働
者
派

遣
に
つ
い
て
は
対
象
業
務
の
制
限
が
あ
る
も

の
の
、
有
期
労
働
契
約
の
締
結
に
は
一
切
の

規
制
が
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
有
期
契
約

す
ら
一
時
的
な
雇
用
（
た
と
え
ば
産
休
中
の

労
働
者
の
代
替
要
員
な
ど
）
で
な
け
れ
ば
認

め
な
い
国
も
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
日
本
は

非
正
規
労
働
を
利
用
し
や
す
い
。
有
期
契
約

あ
る
い
は
間
接
雇
用
で
あ
る
こ
と
が
格
差
の

原
因
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
労
働
者
が

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
に
よ
っ
て
直

接
雇
用
さ
れ
れ
ば
問
題
は
解
決
す
る
。

　

し
か
し
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。
確

か
に
、「
正
社
員
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、

期
間
の
定
め
の
な
い
契
約
で
直
接
雇
用
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
律
に
は
労
働
契

約
の
期
間
の
有
無
や
直
接
雇
用
か
否
か
と

労
働
条
件
の
関
係
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
規

定
を
お
い
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
従
業

員
に
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
、

ど
れ
だ
け
の
賃
金
を
割
り
当
て
る
か
の
決

定
に
、
法
律
は
基
本
的
に
立
ち
入
ら
な
い

（
立
ち
入
る
の
は
、
法
が
禁
止
す
る
差
別
に

該
当
す
る
場
合
や
法
律
上
の
権
利
の
行
使

を
理
由
に
労
働
者
が
不
利
益
を
受
け
た
場

合
で
あ
る
）。
働
き
方
の
違
い
に
よ
る
処
遇

の
差
異
は
、
法
律
よ
り
も
各
企
業
の
労
務

管
理
の
ポ
リ
シ
ー
や
社
会
全
体
の
雇
用
慣

行
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

正
社
員
的
な
働
き
方
と
は

　

と
こ
ろ
で
、
非
正
規
雇
用
よ
り
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
「
正
社
員
」
と
は
ど
の
よ
う
な
働

き
方
な
の
か
。
労
働
者
が
ど
の
よ
う
な
権
利

義
務
を
負
う
か
は
、
本
来
は
労
働
者
と
使
用

者
で
話
し
合
っ
て
労
働
契
約
で
定
め
ら
れ
る

「
正
規
」と「
非
正
規
」を
考
え
る

藤
本 

真
理

人
文
学
部 

准
教
授

労
働
法
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『
経
済
成
長
な
き
社
会
発
展
は
可
能
か
？
』、

セ
ル
ジ
ュ
・
ラ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
、
中
野
佳
裕

（
訳
）、作
品
社
、2
0
1
0
年
、及
び
『〈
脱

成
長
〉は
、世
界
を
変
え
ら
れ
る
か
』、セ
ル

ジ
ュ
・
ラ
ト
ゥ
ー
シ
ュ
、中
野
佳
裕（
訳
）、

作
品
社
、2
0
1
3
年
。

教員　エッセイ

つ
分
で
は
と
て
も
足
り
な
い
。
そ
も
そ
も

そ
の
前
に
そ
れ
に
伴
う
環
境
破
壊
で
地
球

は
パ
ン
ク
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
逆
に
、

資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
節
度
を
も
っ

て
利
用
・
消
費
す
れ
ば
た
と
え
地
球
の
人

口
が
１
０
０
億
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
問

題
な
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
と
脱
成
長
経
済

主
義
者
は
数
字
に
基
づ
い
て
説
明
し
て

い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
大
量
生
産
・
消

費
社
会
に
お
い
て
人
間
は
幸
せ
に
な
れ
な

い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
現
在
、
先
進
国

の
人
々
は
C
M
や
広
告
を
大
量
に
浴
び
、

そ
の
結
果
、
物
欲
を
刺
激
さ
れ
頻
繁
に
大

型
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
足
を
運
ぶ
。
し
か
し

人
間
に
と
っ
て
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
に
足
し
げ
く
通
い
、
買
い
物
を

す
る
よ
り
も
も
っ
と
充
実
し
た
時
間
の
過

ご
し
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
際
限
の

な
い
物
欲
を
満
足
さ
せ
る
よ
り
、
友
人
に

会
い
、
読
書
を
し
、
散
歩
を
す
る
。
市
民

運
動
や
政
治
運
動
に
参
加
し
た
り
、
音
楽

を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
の
方
が
人
間
の
真

の
幸
せ
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
を
脱
成
長

主
義
者
達
は
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
人
間

が
こ
の
「
成
長
」
と
い
う
強
迫
観
念
か
ら

解
放
さ
れ
れ
ば
、
職
場
環
境
も
人
間
ら
し

く
再
構
築
さ
れ
る
。
現
在
多
く
の
人
は
経

済
成
長
の
手
段
・
奴
隷
に
過
ぎ
な
い
存
在

と
な
り
、
経
済
の
発
展
の
た
め
に
人
間
が

犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
広
告
破
壊
者
達
は
、
経
済

は
目
的
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ

り
、
人
間
の
幸
せ
の
た
め
に
必
要
で
あ
れ

ば
躊
躇
な
く
経
済
を
犠
牲
に
す
べ
き
と
強

く
唱
え
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
資
本
主
義
、
消
費
社
会
、
ま

た
生
産
第
一
主
義
・
経
済
成
長
と
い
う
強

迫
観
念
か
ら
完
全
に
脱
却
し
な
け
れ
ば
地

球
環
境
に
未
来
は
な
く
、
人
間
は
自
己
疎

外
（Self-estrangem

ent

）
の
道
へ
ど
ん

ど
ん
と
進
ん
で
い
く
と
言
う
。

脱
成
長
経
済
の
道
を
歩
ん
だ
新

社
会
の
形
：
モ
ノ
・
財
産
の
減

少
、
絆
の
増
加 

　

脱
成
長
経
済
主
義
に
対
す
る
最
も
よ
く

耳
に
す
る
批
判
は
「
そ
れ
で
は
ろ
う
そ
く

の
時
代
に
戻
れ
と
い
う
の
か
！
」
と
い
う

類
の
も
の
だ
。
し
か
し
、
広
告
破
壊
者
達

は
技
術
を
全
面
的
に
否
定
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
技
術
の
節
度
あ
る
、
必
要
性
に
応

じ
た
利
用
の
仕
方
を
主
張
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
新
し
い
車
や
洗
濯
機
を
物
欲
に
任

せ
て
次
々
と
買
う
の
で
は
な
く
、
今
使
っ

て
い
る
車
や
家
電
製
品
を
壊
れ
る
ま
で
利

用
す
る
と
い
う
自
発
的
節
制
の
で
き
る
社

会
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
と

比
べ
て
物
質
的
な
生
活
水
準
が
下
が
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
分
、
環
境
破

壊
が
大
き
く
減
り
、
人
々
の
生
活
は
生
産
・

消
費
中
心
か
ら
、
人
間
の
間
に
絆
を
構
築

す
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
割
く
形

に
変
化
す
る
。
広
告
破
壊
者
達
の
も
う
一

つ
の
有
名
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「M

oins de 

biens, plus de liens

」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
モ
ノ
・
財
産
の
減
少
、
絆
の
増
加
」。

　
「
現
在
の
資
本
主
義
社
会
以
外
の
選
択
肢

は
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
多
く
の
政
治
・

経
済
評
論
家
に
対
し
て
広
告
破
壊
者
達
は

「
地
球
及
び
自
己
疎
外
さ
れ
た
人
間
を
救
う

た
め
に
は
、
脱
成
長
経
済
以
外
の
選
択
肢

は
な
い
」
と
反
論
す
る
。
そ
し
て
、最
後
に
、

「
こ
ん
な
社
会
は
夢
物
語
だ
」
と
い
う
評
価

に
対
し
て
脱
成
長
経
済
主
義
者
は
夢
が
現

実
に
な
る
か
否
か
は
人
間
の
意
志
次
第
だ

と
力
強
く
反
駁
す
る
。

（
テ
ィ
エ
リ
ー
・
グ
ッ
ト
マ
ン
）

■「スピードをスクラップへ！」（TGVはフランス版の新幹線）
　La Décroissance (2011年10月号)

　

21
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
脱
成
長
経

済
（décroissance

）」
を
訴
え
る
思
想

家
及
び
団
体
が
幾
つ
か
存
在
す
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
動
き
は
フ
ラ
ン
ス
に
限
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ
等
で
も
「degrow

th

」
と
い

う
名
前
で
知
ら
れ
て
い
る
。
脱
成
長
の
思

想
家
の
１
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
のSerge 

Latouche

の
著
書
２
冊
が
近
年
日
本
語
に

も
翻
訳
さ
れ
た
が 

、
こ
の
概
念
は
未
だ
日

本
で
は
一
般
に
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
運
動

に
至
っ
て
は
無
き
に
等
し
い
。
そ
こ
で
「
広

告
破
壊
者
達
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
で
活
発

に
政
治
活
動
を
展
開
す
る
代
表
的
な
組
織

の
紹
介
を
通
じ
て
「
脱
成
長
経
済
」
と
い

う
思
想
と
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

「
広
告
破
壊
者
達
」
と
い
う
団
体

　

団
体
の
名
は
「Casseurs de pub

」。

広
告
破
壊
者
達
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「Casseurs

」
は
破
壊
者
達
で
、「pub

」

は
広
告
と
か
C
M
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「décroissance

」
で
あ

る
。「croissance

」
は
成
長
、
特
に
経
済

成
長
、
そ
こ
にdé

を
付
け
る
こ
と
で
、
脱

成
長
経
済
、
或
い
は
縮
小
経
済
の
意
味
に

な
る
。
団
体
の
設
立
は
1
9
9
9
年
。

　

ど
う
し
て
こ
の
団
体
は
広
告
を
破
壊
す

る
べ
き
と
主
張
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在

の
大
量
消
費
経
済
は
、
人
々
の
際
限
な
い

物
欲
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

過
度
な
物
欲
の
原
因
は
広
告
及
び
C
M
で

あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
消
費
社
会
の
原

動
力
で
あ
る
広
告
や
C
M
を
破
壊
す
れ
ば

消
費
社
会
は
必
然
的
に
崩
れ
る
と
い
う
考

え
で
あ
る
。

政
治
の
左
右
を
超
え
た
新
思
想
：

消
費
社
会
・
成
長
経
済
の
拒
否

　

当
運
動
の
出
発
点
は
成
長
経
済
の
根
本

原
理
で
あ
る
「
成
長
」
に
対
す
る
徹
底
し

た
批
判
。
広
告
破
壊
者
た
ち
は
な
ぜ
成
長

を
否
定
す
る
の
か
。
地
球
の
資
源
、
富
は

限
ら
れ
て
い
る
の
で
、「
無
限
の
成
長
、
開

発
は
可
能
だ
」
と
い
う
の
は
資
本
主
義
経

済
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
錯
覚
に
過
ぎ
な

い
。
現
実
に
は
、
消
費
社
会
、
大
量
生
産

社
会
を
こ
の
ま
ま
続
け
れ
ば
地
球
環
境
は

徐
々
に
破
壊
さ
れ
る
と
彼
ら
は
強
く
主
張

し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
、
現
在
の
生
産
・

消
費
中
心
の
経
済
・
社
会
構
造
は
決
し
て

充
実
し
た
人
間
生
活
に
繋
が
っ
て
い
な
い

と
も
警
告
し
て
い
る
。
以
降
、
こ
の
２
つ

の
主
張
を
も
う
少
し
細
か
く
説
明
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
大
量
消
費
は
自
然
の
大
量
破
壊

と
い
う
結
果
を
必
ず
も
た
ら
す
と
い
う
主

張
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
国
及
び
イ

ン
ド
等
の
新
興
国
の
大
多
数
の
国
民
が
、

ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人
を
は
じ
め
と
す
る

先
進
国
の
国
民
と
同
レ
ベ
ル
の
消
費
を
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
商
品
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
産
の
た
め
に
必
要
な
資
源
は
地
球
一

■「
縮
小
す
る
こ
と
は
成
長
す
る
こ
と
で
あ
る
」　La D

écroissance 

（
2
0
1
0
年
12
月 

− 

2
0
1
1
年
1
月
号
）
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済
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■編集後記

三重大学人文学部｢TRIO｣を応援しています。

TRIO協賛企業

　TRIO16号をお届けいたします。今号の特集は
2014年4月にリニューアルオープンした三重県立博
物館“MieMu”を取りあげました。鼎談では、博物館
を実際に動かしている学芸員の仕事、博物館の役
割、県内大小の博物館とのネットワーク化、同じく「知
の拠点」としての役割が求められている三重大学と
の連携の可能性や課題といった、興味深いお話がう
かがえました。また、“MieMu”だけでなく、県下のい
くつかの博物館に携わる方々からも貴重な文章を寄
せていただきました。この特集をきっかけに、より多く
の方が“MieMu”に足を運んでいただき、また、読者
の皆さんがお住まいの市町にある博物館に通われ
て、身近にある豊かな文化と伝統を再発見していただ
くきっかけになることを願ってやみません。末筆では
ございますが、鼎談に参加していただいた方々、また
多くの興味深い原稿をお寄せくださった方々に、厚く
御礼を申し上げます（F）

三重大学人文学部「公開ゼミ・公開講座」報告
　今年度、三重大学人文学部は、市民のみなさまに、これまでの「公開
ゼミ」と、今回新たに企画した「公開講座」を開講いたしました。
　「公開ゼミ」は、原則としては受講生を20名までに限定し、少人数で
行うことによって、質疑応答や文献の購読、討論なども交えながら、学
ぶことを意図しています。一般学生向けの授業と同じように、90分を
１回として、３回分をゼミの基本単位とします。「公開講座」のほうは、
教員の講義が中心となりますが、その道の専門家による「白熱」の講義
を、じっくり堪能し、しっかり学べる機会として位置づけています。こち
らは、90分の講座が１回という形式です。
　実のところ、今回とは異なった形式ではありますが、人文学部は
2004年度までは基本的に、「公開講座」のみを行っていました。
2005年度に「公開ゼミ」へと大きく改めたしだいです。したがってや
や手前味噌ではありますが、今回再び公開講座が復活したことで、市
民のみなさまに、多様なかたちでの学びの機会を提供するべく、「ゼ
ミ」と「講座」という２つのスタイルを準備させていただいたと言える
でしょうか。
　今年度は、3つの公開ゼミと6つの公開講座の開講となりました。2年
ほど前までは、十数個の公開ゼミが開講されていたことをふまえます

と、いくぶん物足りない印象をもたられるかもしれません。公開ゼミの
減少、今回の新たな試みということで、市民のみなさまにどれほどご参
加いただけるのか、どのようなご感想をいただけるのかと、はらはらし
ておりました。
　今年度は、公開ゼミに128名、公開講座に154名、全体としてのべ
282名の市民のみなさまにお申し込みをいただきました。例年のよう
に複数のゼミ・講座を活発に受講された方もおられますし、それほど
多いというわけではありませんが、今年度はじめて受講いただいた方
もおられました。こうした受講生のみなさまのご感想から察するに、公
開ゼミ、そして公開講座についてもまた、おおむねご好評をいただけた
ものだと感じております。
　ただし、例年から引き続き、開講時期と時間帯、テーマ、さらには形式
について大変貴重なご意見をいただきました。なかには、「学生と共に
ディスカッションしたい」という熱いご希望もありました。こうしたご要
望になかなか十分にお応えすることが難しい状況ではありますが、で
きる限り創意工夫をこらし、地域のみなさまと人文学部の出会いの場
として、公開ゼミ・公開講座をつくりあげていきたいと思っております。
　今後も多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

2014年度人文学部「公開ゼミ」・「公開講座」

番号 講師名 テーマ 概要 日程 時間帯
公開ゼミ

１０：３０～１２：００

１３：００～１４：３０

１０：３０～１２：００

１

2

3

赤岩 隆
（文化学科・教授） アフリカーナについて

９月１０日（水）
９月１７日（水）
９月２４日（水）

１０月２２日（水）
１０月２９日（水）
１１月　５日（水）

１０月２３日（木）
１０月３０日（木）
１１月　６日（木）

伊勢大神宮・斎宮の考古学

日本の金融について考える
～金融の果たすべき役割とは何か～

山中 章
（文化学科・名誉教授）

野崎 哲哉
（法律経済学科・教授）

かつてボーア人と呼ばれていた南アフリカの白人たちが、いかにアフリ
カーナとなり、自己を獲得していったか知り、民族とは何か考える。

伊勢国には天皇家の祖先神を祀る伊勢大神宮及び天皇に代わりその祭
祀を司る斎宮が所在する。その成立起源には諸説あるが、考古学からは
通説とは異なる見方も可能となる。本講座では、三回にわたりその起源を
考える考古資料を紹介する。本講座は講義形式で行います。

本ゼミでは教員・受講生のディスカッションを通じて、現代金融の課題を考
えます。具体的には、バブル崩壊から四半世紀、リーマンショックから6年の
時を振り返りつつ、今後の日本の金融の果たすべき役割を検討します。

番号 講師名 題目 概要 日程 時間帯
公開講座

１３：００～１４：３０

１９：００～２０：３０

１３：００～１４：３０

１３：００～１４：３０

１０：３０～１２：００

１３：００～１４：３０

4

5

6

7

8

9

澤田 治
（文化学科・准教授）

ことばの意味と
コンテクストの関係について

老人たちの受難と悟り
―シェイクスピアの悲劇『リア王』を読む―

１０月　７日（火）

１０月　８日（水）　

１０月１６日（木）

１０月２４日（金）

１２月　５日（金）

１２月１１日（木）

日本の社会保障をめぐる動向

出版検閲とリアリズム

音楽に潜む言葉のリズム

「自由」を巡る哲学的対話

和田 康紀
（法律経済学科・准教授）

尾西 康充
（文化学科・教授）

坂本 つや子
（文化学科・元人文学部教授）

服部 範子
（文化学科・教授）

田中 綾乃
（文化学科・准教授）

この講座では、ことばの意味とコンテクストの関係について考えます。具体的に
は、発話の背後にある話者の意図はどのように理解されているのか、個人の価値観
や常識（前提）はことばの意味解釈にどのような影響を与えているのか、といった
問題について、言語学（意味論・語用論）の観点から考えていきたいと思います。

「自由とは何か？」という問いは、おそらく誰もが一度は考えたことがある問いですが、一人で考えて
いても、なかなか答えが出ない問いでもあります。この講座では、「自由」を巡って、受講者同士が
ディスカッションすることで、「自由とは何か？」という問いを深める作業を行います。哲学カフェ
（対話）形式の講座となります。※定員は20名です。学生たちと共にディスカッションを行います。

作家はリアリズムの眼をもって社会現実を描き出しますが、戦前の日本社
会には、検閲制度が設けられていました。編集者と作家は、検閲を潜り抜
けながら、どのようにして作品を出版したのか。検閲と表現の自由の問題
を考えます。

我が国社会経済の変化に伴い、社会保障にどのような問題が生じているの
でしょうか。この公開講座では、社会保障の現状、課題等を解説するととも
に、社会保障改革の動向について触れていきたいと考えています。

年老いたリアは領土を与えた娘たちに叛かれ、狂乱の態で嵐の荒野をさま
よう。この昔話風な枠組みをもつリアの受難物語を通して開示される、人間
とは何か、神は善人を助ける存在なのかという疑問について考えていく。

言語学の観点から英語音声の特徴を概観したあと、英語の歌を例に音楽と
言葉の接点について最近の分析方法を紹介しながら考察します。

大学院・学部の広報
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「円い？円くない？」 服部 範子

『トケイソウ／服部範子』
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